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林業経営計算驚呼雪耀
A5判・函入・312頁・価480円。〒40R

林業育種瑳薙教護篁碁
上･下巻各A5判･函入･上巻420円･下巻"0円

木炭と加工炭林評騨瞥及課綾富憲著
A5判，函入・248頁・価380円．〒40g

伐木運材経営法謡毒殼謹襄
A5判・函入・312頁・価550円．〒50B

造林学概論琵看篝美鵜
A5判・上製・180頁・価260円．〒40円

木材防虫防火蚤葎識緬｜塵著
A5判・上製・ 86頁・価180円．〒30円

木材腐朽嬢繁撞_宣耀
A5判・上製･126頁･価260円．〒30円

森林土壌学謹量零美譽
A5判・函入・450頁・価680円．〒65円

驚欝層椛田三樹男著 〔最新刊〕

林業の作業研究
〔内容略目次〕第1章緒言（作業研究の意義及び目的，作業

研究の内容，作業研究の限界，作業研究実施上の注意，他）
第2章時間研究（林業に於ける時間研究と標準功程，林業の
分類と分析単位，記録すべき条件，時間観測，他）第3章実
働時間の算定（疲労とその測定方法，エネルギー代謝率につ
いて，1日当り標準功程の算出，他）第4章動作研究（記号
による分析，サイクルグラフによる分析，他）第5章工程研
究（工程記号による分析，流動数による分析，歩止り分析，
他）第6章改善策の研究（機械化に対する投資の限界,他）

A5判・上製・140頁．〒'40円・価250円

轆麟小野陽太郎箸 〔最新刊〕

圖説棲木繁殖法
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日本学術会議の使命と実績

学術会議の二度目の改進が今年の蘇れに行われようとしている｡ この会議の成り

｜頭｜ 鬘蕊鷺総繊涛撫綴繍灘競鴎与罎圃艮欝
i言｜ 豐霧蝋‘轤繍鰯蝋驍"蔽蝋簿
ところであろう。

・との責任の一半は，もぢろん,学術会議自身が負うべきである。しかし,このような会議が,添岸，
剛『に対する関心の極めて池いわが国で，全科学識の支持のもとに完全な発展を遂げるには，なお，
数年若しくは10数年を要するであろう。

それにしても,･各国に上噸の少ないとの組織を育成してわが国の到痢的復興に寄与することは，わ
れわれ科学者の務めでなければならない。その意味で，改選を前にして，学術会議をもう一度振り返
ってみることも，あながち無用の業ではないであろう。

学術会議の設立及び任務は日本学術会議法の第1章と第2章に尽さ1'している。すなわち，
第1章設立及び目的

第1条との法律により日本学術会議を設立し，この法律を日本学術会議法と称するも
2 日本学術会議は，内閣総理大臣の所轄とする。
3 日本学術会議に関する経斐は，国庫の負担とする。

一
厘

第2条日本学術会議は，わが国の科学肴の内外に対する代表機関として，科学の向上発達を図り，
行政，産業及び国民生活に霧嘩を反映浸透させることを目的とする。

第2章職務及び権限

第3条日本学術会議は，独立してたの職務を行う。
1科学に関する重要事項を癖議し，その笑現を図ること。
2科学に関する研究の連絡を図り，その能率を向上させること。

第4条政府は，左の事項について,日本学術会議に諮問することができる。
1稗学に関する籾院，試験等の助成，その他学術の振興を図るために政府の支出する交付金，補

助金等の予算及び配分

2政府所管の冊跳所,試験〃汲ぴ委託研究爽等に関する予算編成の方針
3特に専門科学者の検討を要する重要施策
4その他日本学術会議に諮問することを適当と認める事項

第5条日本学術会議は,左の事項について,政府に勧告することができる。
1科学の振興及び技術の発達に関する方策
2科学に関する"院成果の活用に関する方策
3科学研究者の養成に関する方策
4科学を行政に反映させる方策

5科学を産業及び国民生活に浸透させる方策
6その他日本学術会議の目的の遂行に適当な事項

第6条政府は，日本学術会議の求に応じて,蓑料の提出,意見の開陳叉は説明をすることができる。
以上の条文を見ても，学術会議の使命は極めて重要であること力粉･かることと思われる。
さて，学#践識は昭和24年に設立されて以来，どのような仕事をしてきたであろうか。これを限

られた紙数のうちに尽すことは困雌であるが，その大要は次のとおり密ある。
学術会議の任務の根本は，上述の学術会議法で明らかなように，国内の科学，技術の発達向上とい

うことにある。この･目的達成のために，学術会議は，全国的な学会の誕生を斡施して，その活動を援
助したのを始めとして，科学研飛そ，応用研究費など科挙振興のための国家予募の増額に努めるとと
もに，それ等の予算の配分に当っては会員中から専門別に委員を推薦，関与さして，適正な配分が行
わ＃しるように計った。厭究成果の刊行及び実用化，私立研究機関の"f究助成にも努力して，ある程度
の成果を牧めた。さらに，科学者の涯済的位置の向-上，安定のために，山積する困難をしりぞけて努
力した。今議会に人事院からの勧告が予想されている給与準則のうちに，研究官職に関するものも包
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二

含されているように聞くが，研究者の特殊事傭と重要性を認識させて，ぽぽ，髪当な待遇を受けさせ
るようにするために学術会議が払った努力は銘記されるべきであろう。

その他，学術会議の今日までに挙げた成果は大きい･一部の人達は，学術会議が；あまりに，細か
い問題を取りあげ過ぎる，といってﾖ聯する。ある意味では，そのﾖ灘は当っているであろう。しか
し，問題を具体化う-るには，細部に入ることは避け得られないのである。

科学の円満な発達を期するためには，学問と思想の自由が鏑艤されなければならない。学術会議は
この点に留意して，あらゆる機会に，これを強調し，叉，通宜な措置を講じてきたことはいうまでも
ない。

科学は孤立して発展するものではない。わが国の科学水準の向上を目ざせば〃国際間の連絡が必要
である．かかる見地から，学術会議は，わが国の科学者の代表機関として，国際学会と連絡を保って
きた。すなわち，国際学術連合会議(IntemationalCounCilofScientificUhions)を始め，各種
の学術団体に加盟し,毎礪世界各地で開催される国際会議に多数の代表鐡を逢っている。たとえ
ば，昨年度だけでも，40の会議に50人の代表肴を派遥した。林学方面では本年9月塑日からロー
マで開かれる銘11回林業試験会議(11CongressoftheInternationalUnionof fheForest
ResearChOrganizations)に学術会議から東大の吉田教授が振遣さ拠ることになって･いる。

叉,との秋に,学刷陰議の主催で，わが国で国際理論物理学会が開催され,世界の著名な学瀞が来
朝することになっているが，それは既に各新聞に報導されているとおりである。 、

このような仕事は，各専門によって組織された研究蓮絡委員会によって運ばれている。研究連絡委
員会は，常に国際的な学術団体と迩硲を保って,､蘇究や調査を共同して進めている。農学に関係する
ものには豊学，微生物，遺伝学，植物保謹，育種学，動物学，植物学等の研究連絡委員会がある。

学術会議の一つの大きな任務は,なんといっても，弱伴を行政に反映さすことである。これは,政
府に対する勧告と答申によって行われている。学術会議の棚告や答申力職律的に政府を拘束しないこ
とはいうまでもないが，科学瀞の良心的総意に立脚している意見であるから，これを実現するように
努ｿ]するととは，政府として当然の義務という･べきであろう．少くとも，かかる誠意に欠けてはわが
国将来の行政は瓦に愛虐に耐えないものがある｡政府力唯来目ざしてきた経済の自宅態勢の確立にし
ても；そgの根底に刺学技術がない限り，いづれほ，破たんの日を迎える以外に道はないのである。幸
にして，学術会議の意見が実行されたものも少〈ない。しかしながら，学術会議はさらに努力して科
学を行政に反映させるよう政府を鞭雛しなければならないことはいうまでもない。

この点で，従来の成果のうちの主なものを二，三拾えぱ，国立大学管理法が鴎主的な機関で検討す
るようになったこと，行嘩整理に際して研究機関の機能を擬傷しないように特捌の考慮力泓われたこ
と，研究瀞の職階制が安当な線に近づいたこと，工調上試験に対する融資の遁が開か恥たこと，民間
〃f究機関及び私立大学に対して助成が得られるようになった等が挙げられる。

政府と学術会議の開にあって学術会議の勧告及び答申を政府の実行に移す中聞機関として霧嘩技術
行政勝議会(S.T.A.C)がある。スタックの雄成は会長が総理大臣，副会長はその指名する国務
大臣，委員の半数ば関係各行政撲関の官吏（原則として次官)，他の芋数は学術会議の推薦した鶚識
経験者である。学椛鋳議の政府に対する勧告や砦喉はここでの会議にかけられて，議決されたものを
会長が総理大臣として実施に移すように癒っているのである。農挙関係ではzI竜塚,東畑両氏が学識経
験者としてこの会議に関与している。

スタックで審議される事項は次の4項に要約することができる。
1）学術会議の答申または勧告を柿攻に反映登せるために必要な措置

諮瀦蕊彙蕊菫謀歪瀧鑛灘襄嘉誌法
4）各行政磯関の所管に属する科学技術に関する事項の連絡調整に必要な措置
スタックには，これ等を審議する必要上，霧障撰術予弊部会，外国技術準入部会，科学機撫愉入部

会等の重要な部会力戦けら鯉ている。
‘ 科学を国民生活に反映浸透させるためには，科学振興会が学術会議の意向でその機購を新たにし

て，学術会議と密接な関係のもとに活動している。
以上柳洛を述べてきたように，学術会議の任務は極めて大きいのであるから，われわ＃1科学者は，

どのような困難も排除して， これを盛りたてなければならない。学術会議やスタックの活動に対し
て，世上一般に不満の声のあることも事実である。これは，もちろん選出された科学者の責任でもあ
るが，政府がこれ等の機関の運営にすこぶる不熱心であったということも大きな原因である。そうで
あればこそ，わが国の全科学者が学術会議に関心をもってこれを育成することが切に望蚤匁るのであ
る。その瀞来で，今年末に行わ奴る改選には，高い識見と広い視野をもち，しかも，潅障に対する熱
怖にあふれた人が選ばれるとと力羽望される。そうして，学術会議は各専門家で織成されることによ
って良くその機能が発揮さｵ'しるのであるから，林学方面に限れば，雑業，林学に対して理解と愛情の
ある士が選ばれることが切望さ恥る。(M.0.)
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出繍材積の把握について
◇◇◇
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平均何斗廻りを掛けて全林出材量を算蕾するもの

便）毎木的に丈何挺坂何本2間何挺坂何本と目測し，

それぞれに平均何斗廻りを掛けて全出制鎚を算壱す

るもの

（8）植栽本数，林令林況の概略を知り山をみFずして

出材量を推定取引する千里眼的なもの

以上三つの型はその澪その人によってそれぞれに運用

されているが，いずれも長い経験と鋭い勘を要すること

は勿論である。

ところが実際山を売買す･る段になると売り手と買L,手

の立場の相違や需姶の趨勢搬出の便否，経済憶勢等に

より叉人による見方の相違によって往々出材見積に大き

な開きが出ている。私の調査から二つの例を拾って悪よ

5･

甲山杉，扁柏39年生，地位中の上，実測面穣1．66

町

この山の麹則も夷査もしない時”出材見積はA業

=1,300", B業昔1"500石，本称所有者1"660

石であった鋲伐採の蕊深2,090石の出材をみた。

乙山杉渉･扇柏40年生地位r下，実測雁爵資0.52町

この山の当初生立木の鑑の見稜はA業昔300FjB

業者350石, C業者D業者380石3本林脈盲者400

石であったが蝿采の結果286石のffi材をみた。

以上錘相反する極端な二つの事例かも知れないが，と

にかく一両年前までほ甲山の穣な例ガ琴か､つたし，最近

の様に資材難寛手競合の時代では乙山の様な事例も少

<ない稜である。

売り手の立場からすれi霊-卜･年来営為として育て上げ

た山を手離すのだし，何十万何百万門という大きな取引

になるのだからできる丈け大きな材稜があって欲しい。

ところが肝心の出澗･を積がつかめないことぼ最大の弱柴

であり，そして仮令売れたとしても何と涯く後味の惑い

もの茜謹るであろう。

一方木材業者や仲買の人達は「俺の目に狂いはない」

と自負していても内心的には筏木造材淡尺の終る窪でほ

麓的心配がつきまとうというのも童ことに無理からぬ実
態ではないかと思う。

1民有林業経営上の盲点

「山の"鰯はわけのわからぬところに魅力がある」と

巽られている。あるいは山師といいあるいは出たとこ勝

負という，元来林業経営には天災地変や経満的社会鯛危

険性を超越する強い根気迄鋭い勘を必婁とずるので,そ
5した意味も多分に含まれた言葉であるとの解釈もでき

よ;うが，翻って民有林業の経営実態義究明する時，そこ

鞭幾多の人為的原始性が包蔵されていることに気がつき

_且つ驚くのである。

たとえば立木詮壷する場合その材鎖をどうして把握

しているであろうか。資材価や生産費侭どんな形で計算

されているであろうか｡，経済採算とやかましく叫I識bて

‘はいるがその経営内容に果して経済的合理性ありや？

これ等ほ従来山称家あ為いばその道の達人方により、
、

その体験と勘に裳り支障なく運営されてきたとはいうも

のの技術的な婆付薄芝しいし，普遍藍もない。一体物を

生産し販売するのに，その獄もぼっきりつかめず,生産

コストもわからない採算もわから底いという嫌なものが

外にあるだろうかと考えた時，識瑛一種いい知れ海溝し

さに錨っ淑,るのである。否こうした事柄力迦論的にも実

地的浜も解明ぜら沁正じい澱，正しい価格，合理的な

採算の上に新しい経営が打樹でられない以上，林業は肋、

つまでも原始産業の域籟脱し切れないのではある髪い

.か？

従来国有林行政と殖民地称政の中潅育った私が一昨年

の秋経営指導員になって第一に直感したのはこの点であ

るく。

爾来色掩の角度から民有林業転ながめ同時に基本型態

･の軒究を縦けているが,以下その中から林分収穫把握Mこ

ついての関係を採り上げ御批判と御指教を仰ぎ度いと思
・う。

2－民間に於ける材精把握法

民間に於ける人工植栽林の取引ほもっぱら出材材積の

見積りに基礎を湾､ている。今紀南地方に俊行されてい

る材績把握法をふると
竜

（1）山を廻って大体の現存本数を目測し，これに1本

《
閃
』

一

ひ

屯

壷

●

(筆者）和歌山県経営播導員
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，3材積の表わし方について

林分の材積を表わす方法としてぼ立木材積，出材予定

材積の二つ力彌いられている。前者は営林署方面にもっ

ぱら用いられ民間でほ出材材積一天張りとみてよい。先

覚者が折角苦心して作った立木材積表がいくつもあるに

かかｵつらず民間では全く使われないのは何故だろうか。

それは一般の取引内容が素材材積に置かれていることと

立木材積をだしてみても取引に必要な出材鍛がつかめな

いでは意味がないということに帰すると思う。それなら

適切な立木材積に適切な造材歩止りを乗ずればでるでは

ないかということになるのであるが，それより前に材積

の表わし方についての矛盾をまず考えてみな周ればなら

ないと思う：

第一に丸太材稜のだし方の問題である。これは末口自

乗法という簡便な計蝉式によっているため樹幹の形状に

よって著しい差異が現われてくる。たとえば木末同大，

鉛筆の様な丸太でも末口直径1尺，長さエ0尺あれば材

積1石とでてくるがその実猿は0．79石しかない。

成長のよい木年令の高い木の造材歩止りがよいのは，

この穣な理由によるものであって私の調べた伐倒木では

最高歩止り，すぎ122％， ひのき121％とでているし

反対に梢殺の木では造材歩上り60％というなさけない

ものもある。

この実質からすれば原木業者はなるべく樹幹成長の完

瀧な山を買えば儲るであろうし，製材築者はこれと正反

対で伸びのよい山の丸太を買えば損だという理論が成立

つ様に思う。

第二は立木幹材職表にまつれた立木材稜であるが,こ
れはどの材積表でも胸高直径と樹高とだけで鱗嘩されて

いて樹幹の完満度や林令に対する考窟が払われていない

点である。し趣”て立木材羨表を基礎に海､て利用率
をだす場合でも樹幹の形状に応じ立木材稜そのものが常

に変化しているとい；こと詮忘れてはならない。
秒

4林分材積の樋成因子

林分ﾎｵ積Iま単木赫俄の集蹟であり，叉単木材積は生畏

遼の糞積であることには間懲､ないが，しからばその溝

成内容はどうか生錘ほど5いう形に組立てられている

かということになると，山により木により著しい特異性

が表わｵ''ているので簡単には把握でき難､。

実のところ私がこの研究に手なつけてからも51年半

にもなるが，その間幾度もさじを投げかけたのはこの一

点であり，そして今もなお釈然としているとは申上げら

れない次第である。

大体森林が生物である以上あらゆる環境因子の影響を

受くることは当然であるが，特に生育区域,地位,品種，

樹令,枝下高，樹皮の厚さ，材質,最獅1用直径,採材

方法，用途等が立木材稜並びに出材材積を大きく支配し

ている。

しかもこｵ1等の因子が互に錯綜し合っているのでその

理論的な解明ばとても面倒である。

結局現地調査の結果から帰納的vこ結論づけるの外なし
と考えた溝ほfまず杉，扁柏の伐倒木約1,000本を詳

しく調査し，次に10数箇所の立木調査や樹幹析解をや
りながらこれ等購成因子の整理をなしつつ段舜材積表作

製の方向に進めて行った。

で職因子を集めた基本的な考えとその表わし方につい

て申上〈鴫ると

胸高直径これは最も正確迅速に把握できる主因子であ

るから林分材積算定上の基本としなければならない。

樹高材積溝成の大因子であるが一本一本の測定はとて

も面倒である.。そこで多くの実査結果から樹高曲纒を
画きそれをいくつも並べてみると胸高直隆とは常に一

定の関連を示しつつ生長を続けていることが確認でき

た。そこでその生長限界を考意しながらいくつかの階

段に区分し一応どの林分も当てはめらるる形に考え
た。

林令林令は樹高や樹幹の完澗度に大きな影響を与えて

いるか瞳，理想からいえば令階毎の材職表ができても

よいと思うが,最も必要なの職適正伐期令級の称だか

ら〒応対象を20年から60年の間に温き，その区間

内の調整ほ林位によってなす如く考えた。

樹幹の完満度仮令樹高や胸高直径が同一でも林令疎

密度，間伐撫育の程度，品種,地位等の関係で相当な

週､がでてくる。就中林令は最も大きな因子をなして

いる‘ので完満度織成の全因子ほ前述林令との関連に於

て調整をとる嫌にした。

最小利用直径一概に測剰用底径といってもパルプ材

にする場合と2間材のみに探材する場合とでは相当な

開きがでてくる。しかし基準となるものは丈材である‘

うし，それも2寸5分上採材の山だろうと考え一応基

準をここに置いた。そして丈材2寸5分止採材の山を

100とし，最小利用薩径が総出濁獄に及ぼす影響を数

ケ所の適正伐期令級森称について調査した結果次の穣

な比率を得た。
夢

一
雪
〉
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その他の因子その他の因子は余りにも複雑であるので

その究明は利用率によるの外ないと考えた。

まず調査伐倒木毎に立木材積及び生産素材材讃を淀

－－－－4－－－°
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して，それから各単木の造材歩止りを求め，次に前述

樹高曲線からでた林位のどの級に属､するかを確認した

うえ，同じ林位に属するものを集めて造材歩止り曲線

を画き，乾燥減，損傷木率等を考慮しつつ修正して各

林位径級毎の利用率を算出した。

この利用率というのは立木実材稜に対する利用実材

穣でないことは材積の表わし方の所で既に述べた通り

である。

5林分平均単制積表の内容

以上の様な過程を辿ってとにもかくにもすぎ，ひのき

林分単材積表を作りあげた。

その内容ほすぎ，ひのき共林位を9に区分し各径級毎

に平均樹高，立木幹材積及び素材利用材積の3を表示し

たきわめて簡単なものである。素人でも容易に迅速に林
、

分材積の把握ができる点と，調査及び計算力穂単である

ことが特色といえばいえるであろう。

ﾀ蝶さてこれを現地に使う場合のやり方であるが，こ

れは従来営林署あたりで行われている毎木調査のやり

方と殆人ど変りがない。即ち2人1組叉は3人1組の

調査班をつくり,､その内の1人は本数逐記式庭野l限に

本数記号をつけて行くし，他の1人叉は2人は1本1

本の胸高置径を測り測定済の木にほ白蕊で印をつけて
いくだけで足りる。この場合地位称相の異なる毎に

野脹を改めればより正確を期することができるし，叉

若し異令木，天然木，他樹種等が混入じていたら別の

頁に樹種と胸高直径と樹高（目測）を書いて置けば整

理上都合がよい。

次に樹高調査は調査地区毎にその最も多い径級の木

を中心に標準木を選び測高器，コンパス等を用いて実

測l,なければならない。附近に伐倒木があれば好都合
〃

である。樹高調査は林位の判定さえつけばよいので適

切な樗錐木さたつかみ得れば．その沢山はやらなくと

もまい。

内業外業が終ったら調査区域毎に野帳を整理し，樹種

別径級別集計をとらなければならない。

次に測定樹高に樹幹の完澗度を加味しつつこの林が
q

何級林に属するかき判室する。

この判定の場合アルカンの立木経理材積表やピヨレ

イの立木漣翌表の如く，まず採木調査により脳廣薩軽
腫対する出材材積を求め次に林分平均材積表によって

この林がどの林位に属するかを判断し，これを全林分

に適用するというやり方もある。

‘ どちらにしても判定ができれば該当級の単材積に本

数を乗調･しば立木総材稜叉は総出櫛積が求め得らるる

訳である。ただ利用素材材積は集約度によって変って

くるので更に前述因子を考慮した比率を乗じてその山

に適合した出材量を算出しなければならない。

功程外業の功程は3人1組で2,500本～|4,000本位，

2人1組でも2,000本程度は測り得る。 3人1組で

やったその山が仮に伐り木山だとしたら恐らく400～

500万門の価値があるであろうから内業と共に2,000

円足らずの経養が要ったとしてもその比率はわずかに

0.05%に過ぎない。

6簡便な材積把握法

次にこの研究過程に得た簡便な材積把握法を申上げて

みたい。

(1)単材績概測法

私達が山を歩いてい･る時』この木1本から一体何石

でるかということを知りた1,､場合がある。こんな時胸

高断面積×樹高×胸高係数×造材歩止りでは仲を手数

刀鵜る。そこでこの公式を計数的に整理し胸高直径

（尺単位）×胸高直径（尺単位）×樹高（間単位）×

0．2とすれば大体の単木出材材積が把握できる。たと

えば胸高直径7寸，樹高8間の木なれば0．73×8×

0.2＝0.78,即ち7斗8升の出材撤が得らるることに

なり，これば中位林の実験数値にほぼ近い。

なお胸高直屋1尺以下の中令中位林の単木は樹高と

面白い関係篭もっている｡即ち扁柏,中庸木の樹高ば
5寸の木は5筒， 6寸の木は6間， 8寸の木は8間

位,杉中庸木はそれぞれに1間を加えて，5寸の木は

6間，6寸の木は7間，8寸の木は9間位だと考えて

おけば便利である。

(2)伐根による出材材穣推測法

伐根による立木材積の推測法としては最近-0.32

＋2.8×根株断面積なる公式を発表されている溌林分

平均単材積表を利用ﾂｰれぱもつと簡単に的確に把握が

できる。私は約100本の木について伐根断面最小直

径対胸高直径の比率を調べてみたが，杉扁柏共殆ん

ど径級に関係なく0．83であった。即ちこの場合伐根

断面の最小直径が8寸あったとすれば元の胸高直径は

6寸5分あつだとの判定がつく訳である。しかしこの

比率は伐採点の高さや傾斜度林況等に，ある程度麦蛎

されるから伐採前の材績推定を行う者はまず附近の山

一
マ

一

凸

』

唾

で比率を調査し，次に林位左判定し毎株調査表をその

まま生立木の形におき直せば容易に立木石数及び出材

石数の繼遷が､つくことになる。 〆

(3)生長愛の調査法

この山は年年ど1程生長

み得たら山の経営は一層楽

！い°これも本材積表応用面

の平均樹高をはかってこの

判定して置く，爾後年年胸

しているかということを握

しいものになるに違いな

の一つになるが，当初林分

山が何級隊に該当するかを

高直産丈けを測定して廻れ

〃
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2寸5分止採材の山盆対象として作製した。

6現f予丸太材積の計算力珠口自乗法によっている事

､や材穣表作製内容の相違などがあるので此の表に現われ

た利用材磯を立木材積で割った数値を直龍證材歩止りと

する事は当らない。

本材積表の使い方

1全林の毎木調査(胸高薩径だけ測定）はなるべく

地位林相の異る毎に区分して行う。 、

2樹高調査に基き其の林分の該当級を判定･する。此

の場合完澗度詮考意する。

A林令の高い称（概迩45年以上）疎林其他樹幹生

長の特に完満な緋は1級乃至2級上の表左あてる。
B称令の低い林（概ね30年未満）撫育手遅林其他

梢殺木の多い林は1級乃至2．級下の表をあてる。

3該当級の単材積に本数左乗じ立木材積或は素材利

用材蹟の総計を羨むる。

4上記計算の素材利用材稜は其の林分の集約度に応

じ増織算出する。参考の為前掲5の山を基準とし最ｲ剥

用瞳径が出材溌に及ぽ鰐j影響を適正侭期令級の山につい

て調査した数学は次の通り。

‘鋤積成長量も総材穣や価値も簡単に，しかも迅速1こ

つかみ得ることになる。

7結 語

この研究の結論はでき上った林分平均単材績表がすべ

てである。この材穣表の精確度はどれだけかということ

はまだでき上った許りのものであるからこれからの実験

に俟たればならない。

わずかに，ケ所適用してみた山がある。それは､すぎ’

ひのき40年生の純分，当初立木当時測健した出材材積

は材積表によって281石と算定していたが実際の華

丸太材積は286石であった。

この誤差2％を以て直ちに的確なりと判断すること

は早計であるし，まして紀南の一角でつくった健の材積

表がどの地方まで使用できるか，どえな方面に応閑され

るかは今後に残された研究課題でもある。材稜をつかむ

のは実際にむずかしい仕事である。むずかしいからこそ

槌来一部の人達の判定に委ねられていたのだし′叉こう

した凋積表をつくることに手をつけた人のいなかった所
以でもあろう。しかしこ人な普獄生のないわけめｵつから

ぬ擁に放置して置いてはいつまでも林業寵轌の基本が打

樹でられないではないかとの考えから，ここに敢亡一石

を投じた次第である。私の投じたこの一石が波紋を画い

て皆議の関心を呼び起しそれがやがて批判銅の叫びと

なり，そしてよりよき材駿把握の鐘§生るるな恕繁これ

に越した為喜びばない。

最後に私ほ原獅勺なのは材積の問題丈けではないこと

を重ねて申上熾て置きたい。そしでこう'した古い経営形

態から一日も早く脱皮し原子力時代'こ相応しい新しい型

の制調束政が確立さるる操深く折念して止まないもので

ある。
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一
二

すぎずひのき

林分卒-均単材積表
’

ー－ 4－ 勺､ ＝ 万一

内容のあらまし

1 この材積表は林分出材材積及立木材繊の迅速的確

な把握を目途として作製した。

2 この材積表に示ｻｰ準は総て其の林分の平均値で

ある。従って単木毎の計算艇は通用し熱､o

3 この材積表Iま適正t域§令級の杉侭楜ﾎ即ち35

~40年生の同令一斉林を瀧として作製した。従って
天然林や20年生以下の林或は60年生以上の林には適

用し難L､o

4 この材積表に表示している何級林とい･5のは林分

平均樹高を基礎にした林位置ある。

5 この材積表の素材利用材積ほ最小利用罎丈丸茨

皿

’
1
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ひのき1級林
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を見せ，従って可なりの精度が要求され，器材も精巧に

なり，測量法も改善されて来た。（1935.1）の林業技術

に記載した様に写真機の「レンズ」やこれに使用する

「フイルム」による像の歪ががやかましくなって来たの

I前 言

統空写真が，写真そのものとして，叉写真を図化する

ことにより．，森林調査に役立Fっていることは衆知のこと

である。研究交献としてはHugershOff氏の番かｵしたも
●

もその現われ平あるが,しかし森隊調査として
は使用する写真の像の鮮明なことがなんという

ても第一である。近頃作られた独国ZeiSs製の

TOpar「レンズ」は解像力が乱mm間踊に20

～50線といわれ,過日届けられた瑞西のWild

製のAviogon「レンズ」で写した写真は， 原

「フイルム」から10倍に引伸しても像の鮮明

度を損しなかったことは森林調査用写爽には最

新僅良の写真機を撰姦べきであることを感じさ

せられる。しかし此の像の鮮明度は実は「レン

ズ」や「フイルム」ばかりでなく，写其機の

「シャツ女一」を切る間に飛行機が動く距離

や,飛行機の横振れ,飛行磯の振動並に飛荷

機の刻冷の速度の変化の影鮮が頗る大きいの

で，如何にせばこれらによる像の不鮮明を除く

ことが出来るかという研究勧轄し<高まって来

て，撮影用飛行機にぱ自動操縦装置ガ鞍着され
=で

てなければならぬとか，独楽により写真機を安

定させよとか，写真機をその重心冒で錘せよと

か，色盈の議諭がなされ，叉実際に試作や研究

がなされている。 このことは写真を写す側で

も，撮影を依頼する側でも余潅注意すべきこと

で，此の方面の学会の動きにも絶えざる監視を
、

要する事柄である。

街写真撮影を計画する為めの参考数値を列挙
して見ると次のとおりである。 ・

撮影する1本の［フイルム」は長さが大体

60m,幅は18cm, 23cm，及び30cm位のも

のがあり，1枚の写真は包含面積を極大にし，

且つ空中基線長を出来るだけ長くするため方形

が撰ばれていて，’本の「フイルム」で300枚

叉は200枚位ガ蕊享される。

;「コース」の長さは80km～100kmを限度と

〕線飛行に適当な距離は30kmダ､ジ,40kmとされて

齢1＝て写式れた写真は大隊30枚以下に区団っ

のも錘多く揮見する。しかし今農琵表された

1952年の7月号Phot"rammetricEngmeaing

の「Canadaにおける森林の写真測愛｣．とい5

記事は，その実績を率直に現わしてをり，航空

写真測愚による森林調査が可なり実行の時代に

移っていることを感じさせられる。この記事は

調永そのものに関する調査2二，伐採種行うに必

要なる諸件とに区分して書かれてをり，使用さ

れた写真は特種のもの以外ば大体1:16000で

ある。

航空写真による材積算定の基礎数値，即ち林

型の区分は1乃至2％の謬毒で，叉樹高は2m

乃至3m,欝閉度は10乃至20髄で測定され

てをり，叉記事の内容は更生林の調蒼葵の他に

及んでいる。

更生林の調査としては》解像力のよい写真が

特に蕊求され,縮良も1:2400~1:5000位が
望まれ，雪が浅く地面を覆っていて樹が明瞭に

現われている写真などのエいことも述べられて

いる。

伐採に関しては，伐採された跡が頗る明瞭

で，残存樹の調査にも便利である所から，各期

末における蓄材表の訂正とか，前期に作られた
be

評価の点検などがなされている。

被鐵面の測量としては，焼舞也に対しては

完全に焼失した部と，部分的糎焼失した部との

混在,.並に峨決せずして枯死した部分などの区

分が明かにされ』病虫害に対しては被害の散在

しているものを大局的に捕捉し，風水害に対し

ては倒木による地上澗査の困難さをなんなく克

服する。

この外桃道を航空写真により研究した緒果は

森
林
調
査
と
航
空
嶌
眞
測
量

一
『

、

(1)

木
本
氏
房

土

輿
一

1撮影「コース」の長さは80kn：

叉直線飛行に適当な距離は30k

り，避難して写された写真は大隊

距離を3哩短縮したとか，鐙出路を適切に撰走したので

経藍を著しく節約し得たとか，叉水利による運搬に関し

ては「ダム」位置の決定に便じたなど幾多航空写真測量

の利点が述べられている。

以上は至って概述であるが，これによっても森林調査

と航空写其測量なる問題が』科学的にしかも経済的に発‘

展している一端が窺われる。 ．

. I森林調査用航空寓眞
近時の航空写真測鹸は，これによる三角測競（基点測

量）及び－築地の調憲蝿籍測愚）の方面に著しき発展

し，叉直]録飛行に鯉当なIfE雛侭dU1mr~､.'壁UKn上こご狐L

､をり，連続して写された写真は大隊30枚以下に区切っ

て測量作業に用いることになっている。

1校の写真が包含する面積は関係撮影高度で定まり，

広角「レンズ」を持つ写真機では1辺が15H,叉一般

開角の「レンズ」な持つ写真機では0．頭（但しHは関

係撮影高度）と考えて大差なく，叉埜線長(各撮影点の

間隔）は広角「レンズ」の場合は3/5H,叉一般開角の

「レンズ」の場合は2/7Hとして計算され蓬。(筆者） 日本統測株式会社会長

一一一一9 ．－－－－
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i木本：森林調査と航空写真測麓

写真の縮尺は各目的に応じて決定されるが，タ1審の伝

うる処では，森林の一般観察には1：20000,樹寵の判

読には1：7000位が適当と．されている。但しこ”は印

画紙の解像力を0.1mmとし， 叉写真は1葉1葉の像

を望むことでなく，観察すべき像を多数の細かい色調の

集合体と見倣して取扱かつた上である。

この写真の縮尺は写真の引伸しが可なりの度に可能で

あると‘す-れば,撮影の際の縮尺は夫れだけ縮小されてよ

いわけであるが，これには写真機や「フイルム」の選択

が必要である。

『フイルム」の等蝿の性質ガ愁色度にも影響すること

は勿論で,緑の光りに対す箔感度が著しく少ない性質，
即ち緑欠という刻象のあることから，森林の撮影に不慮

の繕果を来たしたことも昔の思い出である。

「フイルム」と写爽機の「レンズ」の前に装着される

「フィルター」との組合登により樹種の判読左容易にし

た研究発表がS.T.B｡Losee氏によりなされたが，区

分された樹種を明るさの順序で示されたものは次の通り

である。

' しらがぽ,はしやなぎ,らくようしよう

2かえで，ぶな，ききかば

3あかかしわ

4ひまらやずぎ

5ばりもみ,ぱ息さむもみ
現在の舟密真機で用いられている「フィルター」の

置類ほ次の通りである。

介することにする。

a)色調による判読

色調による樹種の判統には写真上の色調で一稼な部を

捕えねばならぬが；一般の写真縮ノミでは一檬な反射で均

等に照明されている部という意味でなく，各樹葉の影と

光どの部の融合像から縄来ていて．これに小枝や地表面

の色などが加わったものと考えるべきである。

反射して来る光儀表面から「スペクトル」の或る部分

だけ反射されで来る光りと，滑かな表面から反射して来

る鏡面的の反射光とに区分され，この内，表面の色を代

表する光りは反射光の識扮を占め"影と合ぜて色調の
要素となり，鏡面的反射光は光りの角度に関するもので

あるから一小部分から来るのであるが,‘時には強い効果

を濁らすので「ハレ声シヨン」を生じ，もし此の光りが

強くなく白若しくは白に近い像を生ずる様な場合には樹

木の灰色調を明るくする結果となる。

影の部分には各種の条件が加わり，太陽の角度と強さ

にも関係するが,樹葉の配列や密度，叉は透明性によっ

ても変化する，樹葉の密度の例としてば「はりもみ」が

「をとこまつ」より葉の密度が大きいので，写真の縮尺

が1:]J6000位で樹冠による区分は困難としても影によ

る両者の区分がなされ，又樹葉の配列では「ぽぷら」の

葉が広くて，平たく，且つ「モザイック」状に配列され

ているので，入射光を多鐙に反射し，叉葉が透明性であ

るので影の部にも光が透過され，明るさを感ずるが，

「はりもみ」ではこれと反対の結果を生ずる。

「ハレーション」は写真の縮尺が小さくて個令の「ハ
レーション」効果を著しく接近さをる様な場合に幟照部

は著しく明くなり，時には針葉樹と澗葉樹との間に照部

色調の差異力認められぬ位になる。

b)樹冠がら来る光りの量と性質

樹冠から来る光りは樹葉の表面色,樹蕊面の性賀,露
の存在，叉は照射時刻によりその識と性質とを異にす

る。

表面色に付てJensenHerbertA.及びRobertN.

Cowen両氏の柵鍵した結果桧，赤外線と緑色との割合．

が次の通りで，叉澄一…び青一紫の部は緑色部の約半

分であると報告されている。
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1I 樹種の判讃

樹種の判読は色調による判読の外に,~立地条件や，樹

冠の形状,育生度，落葉等で区分され，繩Nでは繊蚤，

杉松,赤松,落葉松及び澗葉樹を区分したことは衆知の

ことであるが》これに対苫する詳細は写真測量学会の会誌

Vol.1,No.2,3,4に職ぜられた原忠平氏肱》記事を参
照されたい。

色調による判読は各位の専門的智識に侯つの砂緬当と

思われるので，次に195ユ年12月号のPhotogam･

metricEngineeringに掲げられたS.T．B.Losee

氏の色調による判誠の基礎資料ともなるべき事項を御紹

種類｜赤外線反射

底 葉 25％

針紫 10%~

緑色の反射

8％

8％

一

光りの麹ｵ角力坂射光に影響する誌果をWallis氏が

桑に付て識淡した綣果は次の様である。但し観測は葉の

－－10－
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木本：森林調査z航空写真．測量

面から120｡～理0．で行なわ邪た。 叉同氏は光りの雛の変化を次の様に発表している。

｜“時 ’ i

I

I反射光の ％ 密
一
％
畑

時
一
％
４
－

臓
一
釦

時
％
５鈴

６１
「射

琴
野

角入 イ

1一驚一-簡一22.
45。

緑
一
軒
麺

1

1

I

反射光の観測角度を変えると光りの性質力整って来る 太陽の高さが減少すれば光”§弱くなるばかりでな

のは当然であってWallis氏は次の結果麓発表してい

る。 、

く，樹冠の間隙に入り込む日光の深さが減少し,樹冠の

日照部が少なくなり，樹冠の蔭影側への反射光も減り，

樋冠を通して蔭影側へ向って透過して行く光りも減少す

る。

この結果は蔭影部の暗さを増し,樹冠直隆の測定値を‘
小さく･する。

c)色調の測定 一

写爽の色調の測定は直撰肉卿こよるものと，淵戒涯よ

るものとがあり，叉器械的には反射光によるものと透過

光によるものとがあるが，実用蜘町値としては肉眼によ

るのが最も良い。

肉眼による色綱の判趨§如何なる程度迄なされるか

’ 反射光の％

i緑l

1 6;:： ’

入射角

45．
45．

観測角度
一

ゞ
１
０

慰
霊
電

息菰
35.8
35.7

ぴ
ぴ

５
５

１ ’

緑の反射光には可なりの幅があり，あるものは黄二緑

色，あるものは青一緑色で，「フィルター」を変化する

ことにより樹種の区分されることは前述の通り冠ある。

徴冠の色調を窒化させるものとして，開花の季節があ

り，これに「ブイル女一」を加味さゼオしば効果は一掴大

ぎく，叉頂部に維する毬果も明るい色調を与える。

樹葉面の性質として，婿面であれば反射の％が大き

《
」

く，角度によってば鏡面的反射も起り，疎面であれば役 は，判定する色調の面積にもより，叉比色}すべき標準色
射角と反射角との関係が少なく，中間色調である。此の を使用するか否かによっても差異がある。しかしいずれ
場合葉の表面にある無轍の突起による小さな影の影秘が にしても多少経験のあるものには100%確実に判定し得
加わり色調を暗くする。赤外線写真を用いるか,夏日に る程度でなければなら鏡この見地からしてS･T.B.
「バンク戸マチツクフイルム」を使用すればこの影の影 Losee氏は濃度差を0.12程庭に区分すべきであるとし
響が少なくなり，針葉樹と広葉樹との色調差を減ずる。 、次の嫌な濃度階段を作った。 ”

＝

１
－
１

樹冠の透過性即ち地面から来る光りや，樹幹樹枝から

来る光りや，樹葉群から反射まる光りが樹冠の間詮通過

し,叉は槻冠を透して来る｡此の光りの内表面から来る光

りの影響が最も大きく，勿論樹冠の厚薄によって影響が

左右されるが，落葉により地面が黄色の葉に癖つれてい

る時は反射が強められるが，夏の終りで落葉するにつれ

樹上の残鐵二対して卿､背景を生ずることも考えられる

最後に光りの鐙と性質であるが，砿は青色光を散簡【』せ

しむる為め，像として入り来る光りは青色よりも赤を多

くする。然し散乱廷しめられた青色光が入り来れば「コ

ントラスト』を域少さぜる。この影響を除くため「フィ

ルター」が用いぢれることは衆知の率て胃あるが，赤色

｢ﾌｲﾙ女-｣を用いれば緑光を趨斬し,画鐵の色調を
貧弱歴し，大体に於て黄色「ブイルター」で満足され

る。

太陽の高度に対する影群としてはLundegardh氏の報

告によれば，光りの構成を次の如く変ｲピさせる。

号露
１
２
３
４
５
６
７

階
｝

反射濃度

0．01

0．13

0．30

0．52

0．84

0．98

1．35

差段
２
７
２
２
２
４

噸
一
叫
叫
醒
叩
“
．
、

右
一

pL

’
鐙
上

この0.12.の濃度差を標準とし，最適の条件で写真が

写されたとすると， 12以上の階段が森林の写真に対し

で応用されることとなり,S.T.B.LoSeeが限パンク

ロマチツクフ．イルム」で撮影した秋季の写真について行

った結果は次の嫌である。

米国産落葉松（日照側） 0．04

楓及び「きいろのかばJ (日照側) 0.30
，白松，赤松（日照側 0．52

白「はりもみ」（日照側） 0.“
黒｢はりもち｣(蔭影側と日照側と混合されたもの)1.25

白松′赤樫（蔭影側） 1．35

日太の樹種に対しこの種⑧実験力鍾ねられ樹種の判読

に対し一段の進境を見る日の1日も早からんことを念願

する。 （以下次号）

－－匹■

時’18時
％
41

． 35
24

’ 14時1 16
％ ％
86 34
32 34
32 32

湾
一
％
銅
製
弱

一
変
輿
青
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梅雨にけぶる空のもと，豊かな

（ときにほ豊力奇ぎる）降水にめ

ぐまれてすくすくと伸びるスギの

淡緑，ヒノギの濃緑を眺めるとき，

ｵlﾉが純粋に商売意識の上にたって，

多くの材績を生産し，枝条その他

淡緑，ヒノギの濃緑を眺めるとき，わｵl鍔っ*',謂諦「家ほこころたのしくなる。このたのしさは， しかしながらわれ4つ

オ助§純粋に商売意識の上にたって，この豊富な降雨ほ必ずや林木の旺確な生長を促し，やがて礎期に達した暁潅は

多くの材稜を生産し，枝条その他の廃材を合理的に利用することによって,林業収入は大いに増大する-ざあろうと
いうよ･うな，経済打算的な意味だけに基くたのしさであろうか。必談しもそうではないと思う。わｵ畷つれは森林家
という職認狗立場にのみ立っているのではなく，単なる1個の人間として，木の豊かに繁り,伸びるのを見れば．そ

のことだけで無条件にこころたのしく熊るのである。これはいぎいきした生命のあらわれに接するときの本倉獣勺な
よろこび，または他の生命に対する愛情ということもできるであろう。

自分の恥を申し上げるならば，わた.くしが林学に志した（というよりも入った）所以のものは，別に深い仔細が

あったわけでなく，当時いろいろなことに疑問をもち，ふらふらして脚､た若者であったわたくしは（といって27竿

後の現在に諸いても大して変ったとは思えないが) ，林学ヘスって，山の中で美しい自然に包まれて暮すというこ
と}簿さぞ素晴らしく叉呑気だろうと思うたからである。ところが入って見ると鷲いた8誰義のはじまった途端に

や迦林価算法だ,やれ森林癖畔だのといって,賓本利率だとか,林木蝶劉面だとか，極端iこいえばまるで高利貸
の弟子のような勉強をさせられ山に入るにも蝉鐙片手に,針葉樹も澗葉樹も”一切金額の形置これを評価算造す

ることとなり， これでは森林の荘厳さも何もあったものではないと， 思ったこともあった。 しかし何といっても

「詩を作るより由を作ｵL｣で,織斉の人生に於ける｛鹸量は圧倒的であって，林学を学び権農にたづさｵつる日の童な
-るにつれ，森林に対してはその経漬効果乃至は土地保全鎌目のみ目につくようになり， スギの林を見てはその町当

蓄俵何石,山元単価何円，総立木代金いくらと胸算用し，クヌギの山な眺めては生産見込木炭何俵,山代金何‘3と
値ぶみをする習慣も身につくに至った。その反面森林の美に対するあこがれ,，木に対､う-るひたむきな愛情などとい
うものは，漸次忘れられ勝ちになっていったことも叉事実であった。

豆
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このような傾向は，然しながら世に一般の芯のであって』
がって功利打算の奴となり果て，名利の追求に日もこれ足

かつてほI露と情熱に

らざるに至るもの芯少く

E義と情熱にもえた青年も，年を経るにした
るもの芯少くなく，世の一切の事物を自己の

利益の対象としてのみ眠汲い，己れに利をもたら､す見込のないものは，人であろうと物であろうと，凡てこれを無
視または蔑縄するというのが現実の姿ではないだろうか。

われわれ森林家といえども，必ずしもこの範鴫な畠るものではないのであるが， ここに考えなければならないこ
とは，果してこの態度が林業の改善向上に，絶対に有効なものである5か，あるいは若干の弊害を伴うものではな
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いだろうかということである。 ことばを変えてﾙ､うならば，一般に行つれているように，森林樹木を，単に人生Yこ・

｜対する繕曹的その他の効果という見地のみについて解釈し,卿畔に漣譲上の手段として考賃.ることが終局的に正し
いかどうかということである。
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こ
ば木

身の目的があるのか。多くの人はこれをきいて一笑に附するであろう。木は木自身の種族保持のために生育し，人’1
侭それを側から利用しているに過ぎな､､というであろう｡然し澗錐にたづ調つるすべてのものがこの考えに即し i
で，正しく行動しているかという点になると，幾多の疑問が生じてくるのである。

西洋流の考えの中にほ,小麦は人間の食趨になるために創造されたものであり，牛は肉や乳を人間に供給するた1
めに生れたのだというのがある｡この流儀に従えば,林本は人間に木材その他の林瀧物を供給するためにこの世にI
あるということになる。多くの惑淋家は理論的にはこ弧を否定しても，その森林に対するf職えの点に於ては，知I
らずしらずこの考え方に風､ているのではなかろうか。

、ある生活態度が,果して妥当なものであるかどうか左検するには，それを実際に適用してみて，支障なくやれる
かどうかを見なければならない｡林木が人のためにのみあるものならば,もしそれに人の目的に沿わない性質があれ
ば甚だ怪しからぬ話しということになる。なるほど木材は，建築,土木,家具用として，叉燃料として洞に重宝結
構なものである。それでも多少木材の年輪とか,部分とか,方向とかに伴う理化学的性質の不均一，あるいは菌類
による腐朽現象というようなものは，これを利用するものにとっては頭庸の種であって， これらは木材の「欠点」
と呼ばれ,丁度それは人間の罪悪のように,非は樹木の側にあり，故に当然かかる欠点のより少い，又はそれを有
しない木材を生産する樹種あるいは品種を探し出して，現在のものととり換えるべきものということになる。更に
これが木材の化学的兼鵬方面涯なると，そのいわゆる不都合は一層顕著となるのであって，たとえば木材中のセル ’一

面

ローズの利用を目的とするパルプ叉は木材糖化工業に於てはノその有害無益の狭雑物で，しかも木材中に約50％を

｜
占める，リグニンを除去排除するたあに,多額の経我と労力を使用すべく余儀なくせられているのである｡この種
工業の見地に立っては，リグニン等というものは全く無意味，不都合な存在であって， もしこれがなければその生
産コストは数分の一乃至は数十分の一に下るであろう（リグニンの利用についても，最近研究の進め‘られつつある
ことは勿論であるが）こう考えるることは，木材を利用する人間の側からいえば当然のことではあるだろう。 ｜｝

しかし一度立場を変えて,木の側になったらどうであろう。以上のような議論はあまりに人間の得手勝手と響か|i
●

ないであろうか｡たとえばﾘグﾆﾝの例についていうならば,何も藤や酔狂で樹木はﾘグﾆﾝを含有しているのド
,巷はない。林木は森林中に於て，百年叉は数百年に亘って，その樹体を支え，幸福に一生な終る目的のためには′ i
その幹は,機械的並びに化学的に,高度の強度と安定性を保有する必要がある。･これほ樹木の自己種族保存のため．｛
には，欠くべからざる条件である。樹木の幹に於て，セルローズはいうまでもなく強度を与えるもvDであり， リグ1
ﾆﾝの役目はこれ童総合,被鐘し,化学的,生物駒の書…し画_ズ瀧際謹するにある｡鉄鯖ｺﾝ”_ﾄ縦｜
物の例をとってみれば,セルﾛｰズは勢鋤に当り，リグニンはｺﾝｸﾘｰﾄに該当するのである｡叉木材の劃上学･ i
的性質の不均一についても，また同様，樹木自身の必要から生じたことなのである。 0 i

かく考えでくると，やはり木は木自身のために生えているということになるらしい。木の主人は人間でなく木で；

。

《
一 あるといわざるを得ない。わｵ1劇つれはあま.りに自己中心的に物を見るかわり.に，ある程度までは木の立場にも立つ、

て，木に対しては，木そのものとして接する必要がありはしないだろうか。別の言葉でいうならば，われつれは森
林の樹木に対し,婦女子宛貢人が,東北地方農村の鱒塞を見るような眼で見ず，真のわが子に対する態度と髪鋪で
対するべきではなかろうか｡そして丁度人間を愛請を以て導くこと溌単に他を利用しようとする態度よりもより
多くの社会的幸福をもたらすように,また児童を教育するに当っても，彼等の心理，生理に対する深い理解と同惰
を以てする方が,単にきびしいしつけによるよりも遥かに有効であるように，林木のよりよき樹種,品種を得て，
そのよりまき生育を達成する手段である彬鴬の諺姉についても，・鰭ず機本的に必要なことは樹木それぞれの生理’
生態に関するゆきとどいた理解と，更には樹木に対する愛情が必要なのではないだろうか。われわれは今まで'林
木な全面的搾取の斌蒙とし過ぎたうら課がないでもない｡方鐸の獅餓こおけるより以上の進…のためには′木
證のものの生命現象に対する麹宵をもって，これ左守り，育て，しかして利用ずるという方に多少f方向を変える必
要があるのではないだろうか。

典の愛林思想というものは，その根拠を単に森林資源の確保，国土保全の必要性のみにおくのでなく’森林中に
於て，一本一本の木が，豊かに伸び育つことを希い喜ぶ， その愛情の中にこそあるものと思う。かくてわｵIわれ
は，森林家として生きるに当り，林の木に嫌われ恐れられるのでなく，彼等に喜ばれ，愛せられるものであり度い

‘のである。（林業試験場・調査室）
命
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数本の母樹をえらんで母樹別に比較することが望まし

く，人工＃鯛*のタネを使うことは適当で郷､。東大千

蘂県演習林では母樹のえらびかたによって造謙虚讃がい

ちじるしく違うことがわかっているのに，同じように移

入したタネを侭って造体している秩父演習林のスギ寵地

域性品種なみに扱うことは適当でない。なお空育が不良

であると‘すれば,大血ﾉi陣業所附近の造林罵球綴地のタ
ネを使ったの･電はあるまいから

母樹の生育地および生育状況ならびに母樹の由来を吟

味することなく，手あたりしだ',､に輝林のタネさえ使

った造猟比較試験成績によって「関東系のスギは凉認で

は明らかに不適当である」とか』「とくに大阪産は農犬

ではなかろぅか｣と断言することが許される歪あろう

か。さらにその原因を，信頼度の低ﾙ雫気象調査と結びつ

けて説明せんとすることも穏当でない。歸論はともかく

として，論文の郷､かたに問題がある。

蕊するにタネの瀧地試験は，緯弐用のタネをとる母樹

が天然生であって‘地“品種であると認められるぱあ

いにば，そ蝿成績は信頼歪きる。これに反L,てた道え天

然生であっても，ひとつの地i瑚幾驫種でなく，個鰍によ

って引銅:_催重要な性質淳違うば錘､，ならびに人工繕隣

林にあっては，特権の纈瀦霞たほ痔澄の母繊の蛍ネを使

って塑地問題を論議することは危険である。

な鐙アカマツのよう糎種苗を種動する機鍾§すぐない

御蚕では龍地問題は重要であるとしても，ス苧のように

種苗の潅鋤生がほげし<，母蝋蛎の大部分･が櫃栽休であ

る樹種で侭ウラスギとオモテスギとの区別像重要電あ

るとしても，タネの産地より酬封の遺伝性を第も<見る
のガ端織であろう。

‘この報告霜は，母樹の遺蹟性ほ別としても，母樹の生

育状態を調査することなく，母樹の生育地の気象調査も

また不完全であるのに，子苗の成長量の差は母樹の産地

の気象に支配されているように結論して，女ネの産地侭

造祢地より患麹,､ほうがよいか，暖釣鼬いほう談よいかを

きめようとしていること侭よろしくない。

ともかく原産地不朋のタネ灌使つ測識林のタネをど

’よ廷て遥燕をなして環池問題を解決しようとすること

には賛成できない｡造林地の気候の影郷がいちじるしい
としても，林木一代の間に子孫の生育に影響する嫁どの

変化ほ詣こらないと思う。

これにくらべると遺伝質のすぐれた優良母樹の戎ネを

使うことはは葛かに重要であって， よい顕鎌味詮えら
び’ざらに羅漢樹を選抜することガ輪燥家の常識である。

要するに同じ地方のタネでも造隊成綴がいちじるしく

違うぱあいが誇おく，鱈也だけを気にするのは過去の沐
業垂あつゃ，今後は瀧瑛樹をえらびだしてタネ童たほナ

シホをとるように努力しなければ錘らない。

ダネの
~＝ｰｰ＝＝画再画■■■一軍
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品種催一定の目的にしたがって人頚力窪強育成じたも

のにかぎりたいが,:材木割まタネの鯵也嘩って遺体戒
獅轆うことがあるため，地域性品種蕊認められてい
る。

す雄わち祷澄の地域に天然に生育している林木は，個

個の樹木の間にかなりいちじるしい差異があるとして

も，造雛と重要な点について共通性を存す電ことがある

ため，これを月…品種と呼んでいる。とくにその分布

区域が狭く， かつその附近に同じ樹極がないぱあいに

は，お鐺むねその褐鐵§いちじるしく′造雄i独立の地
謝生品種と認められることがあ患が′秋爾スギや吉野ス

ギのようにその分浦区域が広､、ばあいには’これを地域

雛品種と呼べるかどうか異わLい・
ことに吉野地方のスギのよう陣′他の池方から移入さ

れたと伝えられているぱあいには’これをひとつの地域

性品種と呼ぶことに鼠調がある。ただし多雪地方へ造称
した吉野スギはすべて生育渤鈴るいとすれば′広義の地
域除攝種といえないことばない。

しかしながらがら転千鶏震演習林の窯ギは’す~べて

移入されたものであって’母樹のえらびかたによって造

林成績に大差があるこどが発表さ汎ている（東犬演習林
報告43号)。

本誌132号で雌周一韓氏が京都におけるスギ鰐也試

験の成績を発表したが′その報告詮溌むと′同じ地方の
スギはすべて同じ遺伝性を有し’ひとつの測域性驫種で

あるかのどとく考えているよう:に見える。また気候溌林
木の生育に重要であるとしでも’気温や降水殿の近似順

､位もし<ばその特性によって造隊成績がきまるとはかぎ

らない｡しかも気候の差がｵっずかであるのに,気象因子
の求めかたが適当でない。たとえば東大秩父演習林では
気象観測地梅本とスギ群のある大血川とは別の団地で気

象もかなり違うが′ほかにもこれに似た例があるように

見える。なおくわしすぎるほど記載じながら’試験地の
配設図がのせてないのは手おちであろう。

ともかく産地試験には各地方の天然林の蕊ネを使うの
が常識であって，鮒域性品種である’と思っても念のため

壷唖
廷ダ

《
》

－14－－



体なる子実体となって終った。

萱た，酒田市に於て，同時に植菌した栂木を同市今町

伊藤医院の内庭に伏せ込んだものも昭和27年秋美事な

ナメコ左発生したと聴き，いつ膣5，酒田市で同時期に
植菌し，同一状況に置きたる帽木を昭和27年10月中

旬，静岡県周智郡三倉村甚沢氏宅馳裏に移転し置きたる

ものも同年’’月下旬の降雨の癖､た時ナ〆．の発生を

見た。

この様な結果から種菌を使用しての食用菌じん類（木

材腐朽の）の栽培ほたとへ天然発生地とは，気象条件′

環境がことなっていても，国内ほとんどの地で露趣栽培

が可能であると考え患。

ナメコ同様，木材腐朽菌でむかしから一般に犬､､に械

迎されているシイダ･ケの天然発生癒蕊海地方〉九州に多

いことはシイ女ケの発生時期力窪として春であり，その

ころより太平洋篭渡って来る湿気を持った東南の季節風

瀧吹き始め,気温の上昇とともに日増に降雨もあり′こ
め季節風に依る湿度と適温がシイタケの胞子の発議な
らびにその後の菌糸の発育を助けて居ったと考えられ

る。

むかしから熟練した栽培家は天然胞子の飛来を待つブー

亥メ式の栽培にあたって栂付きの良い場所として，春よ

り夏にかけて季節風の吹きつける求影を求めるか’また

は九州地方の様揮緊跡称を皆伐して原木左作り，直射日

光をさける為に，原木の上に伐った木の枝葉を積み’日

影蓬作りながら下の原木には良く風の当る場所を選び伏

せ込んでいる。

静岡県下のシイタケ栽培も，蓋這たいはんは古い栽

培管理法を実施して居り，湿気の多い日光線の照射の少

ない林内の暗い場所に始めから俵を込んで居るのを山間

に多く見受ける。この方法を行っている人々には「キノ

コ栽培は， この榛な湿気の多いところでなければ駄目

麹との強い信念を持ってﾙ､る猿に見受けられる。

もしも，現在のシイタケ栽培に於ても，日光綴に郷、

キノコの胞子詮使用して居るのであったならば，この様

な,古来より行jつれている現在の栽培法よりは'購心､と
思われる場所を選定し，シイタケ栽培の第一歩である胞

子の発芽力耀も効果的に行われる様にしな同ればならな

いであろう。

しかし，ホ畔に培養された菌糸を意接に微細な細胞の

集合雄をおる原木内部に植え込んで，その発育にだけ注

意を向ける栽培法に進んで来ている今日では，東斗鋤方

の榛に，春季より晴天縦きで，それにともな5乾き勝な

気象がシイタケ胞子の発芽鵬好適であるとは思計武'IAない

地方に於てさえ立派にシイタケ栽翰§行われているのみ
か，シイ女ケ発鎧等の乾燥勝な気象条件が＞かえでで’

ほかでは，まねの出来な､様な品質の良いシイタケを生

ナメコとシイタケ

4F

日
日河村 言I

｡

＝曄三吟、＝一品＝．－ロ－

「山林」第813号に発表した｢推茸を主とせる二，三．

の食用菌じん類の菌糸の発育に及ぼす紘水の影響」と』

題する小論中，筆者はナメコの天然発生力裸山であるこ

とを記し，海岸近くの栽塘が不可能の如き印象を与えた

の看はないかと危倶し，本稲を起した次第であります。

かの論文中，ナメコの発生が，ほとんど雪深い山掻地

辮に見られること』ならびに子実体形成時に多くの湿気

を要3－ること之記し，その原因龍菌糸細胞の謬透現象

時に於ける内的因子と，タ郷からの諸因子,環境などに

依ると考え，蓑た地理上の条f櫛§ナメコの発生に関係あ

るや否やの疑問もあり，まず海岸地帯涯於ける栽培の

適,不適な推達しようと考え居ったものであった。

しかるに,.その後,秋田娘由利郡上浜村川袋，趣田甚

三郎氏宅地に於て昭和25年4月末に植菌したナメコ菌

糸はその翌年，すなわち昭和26年11月初旬多くのナ

メコの発生を見た。

同宅地は日本繊毎岸線より300~400mの地点にあ
り，蔵妾の風潮は当らなくとも海風は吹き込むところで

あり，また，その栽培管理法は，シイタケ栽培の方法と

同穰に，地上8寸位のところより3尺位の高さまで弁ゲ

タ積とした乾き勝な方法であり，春より夏の掬間は乾き
過ぎるかとも考えられる程であった。がしかし，冬期間

は積雪少なくとも1～2尺程見られる場所ではある。

そのほか昭和26年5月下旬に出形果の港町酒田市内

の宅地に於て同年2月伐採のコナラ（15年～20年生位）

涯ナメコ菌糸を植菌し，砂地である同宅地内,蕊の木の

下に伏せ込んで置いた栂木を昭和27錦9月始めに静岡
県鯛支駅鋪道線路わきの鶯鈍に移伝し,木影がないの
でシイダケの栂木と同様腱上部庭ヨシズを張り直射日光

詮さけ-E立てか煽て霞いた。すると同年12月初旬3～

4日降雨の続いた折，楕木下部の地面と接している附近

よりナメコの発生を見，その後湿度を保てる様に工夫し

て置1,,たところ同扇20日頃には普通山中に見られるま

でに激状物質につつまれて発育肥大した。その後10日

間位散水を怠り，管理しなかった故か，菌柄の長L､不形

『
当

、

ー

（筆識河村式シイヌケ種菌研究所員
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河村： ナメコとシイタケ

産させると云った現況なのであるQ

この様に胞子の発雛について老撤する必要の無くなっ

た栽培法が深山空と云われているブーメコについても考え

られる。

冬期，降雪の多い東北地方，山儒地帯に秋も終りに近

ずいた頃,天然のナメコは油状物質につつ･まれで発坐す

る。その頃の曇天,降雨,降雪はナメコ胞子の生存江好

適であり，雪の下で冬を越したナメコの胞子は春,雪ど

けと共に，その水に浮瀧し，流されて山間の凹地の枯木

や，また，山の傾斜地の地上に横たえられた倒木に附

着,発芽し,そこにナメコ菌糸の生活の第一歩が始めら

れ〃そ･の後に来る発育適温に依りその枯木鮒．，倒木内に

一層活溌に発育して行き｡秋が来て冷雨の降る舅ともな
れば，また多くの天然のナメコ力琵生する。

これに反し太平洋岸,中部以西の冬期,晴天の多い地
方に，もしかりに低温の頃，ナメコの発生を見たとして

も，冬期間の日光や乾燥は，それらナメコの胞子の発芽

どころかその生存をさえ，おびやかし，多くの天然生の

ナメコの発生は見られないであろう。

ここに始めて自然の力にだけ従うので厳く》人工を加

えた種菌を使用しての栽培法が急速に普及されて来てい

る意義があると考える。

筆者がブーメコならびにシイタケの永耕培養を昭和24

年以降，ぼんぶくして行ってみた結果からしてナメコの

胞子ならびに菌糸は静止中の培養液中に於ても良く発育

するに反し， シイタケは静I1舛'の培養液中に於ての発

芽,発育よりもシントウされている培養液中に於て，よ

り良く発育ｦ‐るのを認めている。

この些細な実験室内の事実と現地，山間部，自然の秩

態とは,それぞれの菌糸の内的因子に鮭る差異ではない
かと思はれる。

戦前，林業にとって小きな一つの副業でしかなかった

シイタケ栽培は戦後,各地で盛んに行はれ胞子に依存し

て居った時代とは隔世の槻がある。

．この様なシイタケだけでなく，近代都市文化に疲れき

っている入島に「山の珍味食用菌じん類詮！」と，その

利用栽培がなお普及され，計･画的な生産がなされること

を祈りつつ小さな拙稲を終える。 (28.6.10)

＝

閾閥悶悶
中村･賢太郎著

アカマツの造林法 (パﾙプ馴精林叢書･第'篇)･大日本山林会
62頁・掌侭2頁．定価75円

一般的にみてアカマツは成長早く，パルプ材として比 書を経として広汎にわたるアカマツの文献を綜合罐を
較的小径木で禾順されるので近時著しく燕が増加し， られ,.かつ国内にあまねき足跡を総とし適正なる実践的
アカマツの造林に対する関心がたかまってき光。従来ア 観点にたったアカマツの造林法を公刊せられた。これか
カマツの人工造林は成績一般におるく，芯つぼら天然更 らアカマツの造林を企図するもの，また現在その育成に
新の対象となる地域に育成ぜられた°しかし，人工造林 たずきわっているものにとって，本書は現段階における
のぱあいでも，適地をえらんで，綴良品種を植栽し，保 決定版としての指針となるものである。また一つ一つの・

育法を誤らなければアカマツの艇良厳成績のえられる例 文献の出所が明らかにされているのでアカマツの研究者
が中村博士によって綜合的に詔介ぜられ，アヵマッの人 にとっても誠に幸いである。一例をあげると，大正3年

工造林に多大の期待がもたれるようになった。 大蔵省臨時建築部から発刊された報告書から，関東アカ
い叡までに，エゾマツ・ト1rマツ・スギ・ヒノキ・力 マツカ覗在では代表的の不良品種とされているが，これ

ラマツについては樹種別に一応まとまった造林学の紹介 ばすべて巡伝質力鎚るいと断言できないこと，また既仁
ガ蚕刊せられているにかかわらず，アカマツのみがとり すがたをけしているが，その昔に名声のあった仙台松の
残された形であった。もちろん昭和18年日本林学会に 由来を興味深く紹介されているeこれらは現在の育種的
よって，赤松林施業法研究論文集が艤集せられ，植杉哲 観点からみて非常な参考となるものである。
夫氏にまって東北地方のアカマツに関する研究がまとめ かかる要望書が2年間も刊行が詰くれたことと，装釘
られ，また佐藤敬二博宣f二によって育苗叢書アカマツ・ク、 が簡易で慨れた内容にふさわしからぬことがおしまれる
ロマツ鰯がとりまとめられてあるが，アカマツの育林に が，一面聴くほど廉価であることは産業技術の向上を期
関し綜合的にとりまとめられたものはなかった。 するための普及版ともいえよう。 飯口勝美）

今回中村博士は教授の座右にそなえらﾇT,ている万巻の

1
、

色
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枝をサシキした当時のものは，その麹上が目立つが，そ

れを繰返すと一部は安定して，変化が目立た燕<なる位

の相違はある。

更芯作用と閏梢

1本の実生スギは，幹に従って幾本でも枝が田なが

ら，その幹の芯は正しい芯として何処までも伸びて行く

様に見えるが，その実体は，精曇2，3箇年の間だけの

もので,その後には芯の側から，更芯性の側芽が伸び立

って最初の芯に代るから，今蓑での芯は，その時から正

しい芯とじての穰能壷表わすことが出来なくなって，閏

梢と云5校の形に変るのである。この閏梢は枝の場合で

も同じ様な成行を示すから，幹の場合に限って閏幹と呼

ぶことがある。

この閏幹は枝としての機能も水その中に更芯性側芽

に奪われるから，間もなく葉としての存在と成るが，形

式に於ては，脱落枝と云った，葉の形ではなく，何処ま

でも芯形では居るが，木を構成する織息を表わすことが

出来なくなり，形成骨子から除外される。こ5して，最

初に実生として茅生えた正しい芯は，糖燕1米位しか伸

ることが出来ないで，後から後がら，更芯性の佃隣に交

代して,幹を構成して行くことは潅木と何等変りがない。

スギはこうした更芯性の喬木であるが，樹木の全休を

通じて更芯性を持たないものがあったとしても，それが

どの範囲であるか， この点は完全に調べた人が睡いの

で，判明しないものだと考える。スギが喬木としてまっ

すぐ・な幹になるのを見ると，多くの人は，芯が何処まで

も同じ操に伸びるのだと誤認し易いが，実はこうした道

程を踏むものである。

スギの個性は次第にかわる
、 ⑨ ③

幅田孫多
一

クローンの形質､

1本の木をもととしたクローンの形質は，絶対に変ら

ないと云う話は時盈耳にするが，これは一つの謬見だと

私は考える。それは1卵性の双生児は非常に性癖形状が

似ているが，その2人ほ矢張り2個の個性を表わすもの

で，完全に同じではないのに，これを双生児の形質は全

く同一だとする類ならば，クローンも亦，同じ形質で変

りがないと云うことが出来るが，その同じで変らないと

云う意味が，化学の原素の擬な同一なものだとする訳に

は行かないから，この一つ一つのクローンは，無性繁殖

で独立分離したものでも， その幾本かの新らじい苗木

が，みな少しずつ性絡のズレを舞って居る。私が1本の

実生スギをもととして，幾種がのクローンを育成して見

ると，同一の樹め枝をサシキした苗木が，同じ発育状況

ほ殆ど示さないで，1本毎に違う経過を示している。こ

れは新しいク戸一ンであるから，性絡が不安定なため

に，こう別々な発育状況を示すものだと考え，未熟成の

品種ば斉一に苗木を仕立て得ないと云ったことがある

が,よく研究して見ると,既庫品種の場合で,充分に熟
成したものにも，こうした傾向は発見される。

諸腫の事情を綜合して見ると，如何に正確な1本の木

をもととしたクローンでも，その形質が少しも麹上しな

いと云う嫌に，性絡が安定すること.は無いことが解っ

た。無性繁殖でほ，有性生殖の様な著しい変化は起らな

いB龍,ども，無性繁殖だからとて，そのサシホに用いる

枝酋莞達途上で，1本毎に違う性緒が因縁づけられてい

ることを忘れて，環境から来る刺戟による変化だとして

も，どんな処でも変るのでは本痩酌に違っているのだ。

樹木も生物だからして，生存上発育しなければならな

い。この発育と云う新たな進展には，勢い麺上が伴わぬ

訳に行かないので，幹は兎も角，枝と成るとそこにiま新

没嘉雛駕蔦墓F裁鱒鰹
部類のものではないから，この枝左サシキして見ると1

本毎に少しずつ違弓苗木となって識っされ，こｵ鹸仮装
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｡ 一一

なぜそうなるかと云うと，芯の機溝は一走の限度があ

って，人にも倦きると云う事のある稜に，永久の舞続力

はな心､ものだから，そこで少し性格の違った更芯性の側

芽で転身し，ここに更芯の表われとなるのである。しか

しこの露淑生側芽の持つ性癖は，個挫と云う様に独立し

たものではたくて，枝の偏埼の何分の一も表つすもので

ないから,よほど糖密に試験しないと,そのズレは発見出

来ない位のものであり，かくして同一樹の幹の存在を示

う-のである。ただこの場合に，閏梢と交代した更芯とは

同じく一つの樹の幹なの澄から，その捻れ方は枝とほ違

って同じ方向に捻れている。スギの実生木を鯛べて見る

．と，最初に藍生え割た時の3枚の元葉はその儲に3列針と

な藩。その＄諭しは幹では左方に捻れた3列針であるが，

その枝でばこれと反対に右方i蓮観'ﾉた3列針である。こ

れが閏梢の場合に限り枝の形になっても，:やはり幹と同

じく左瀞1,の3列針である。一般に枝だと考えているも

のの中には，芯の末路であるこの閏幹があって，それが

幹と同じ捻れであるから少し注意すればわかる。

交亙友対の稔れ

この芯の末路と見られる閏梢は，更芯恨勝で交代され

るから到る処糎あり，枝から枝へと捻れの反対に伴って

出来るから，スギの芯先と云うものほ永続しで伸びそう

で，実際にはそ号行かないが個性の倦きから来る更新作

用であり，樹木の更瀕生ほ己むを得ない自然の現象であ

ろう。かくして同一樹の幹の菱おす性路は,樹齢によら

なくても，時盈に表われる性賂は同じでないのだから，

幹は幹なりに枝とは違う錨しを持つものらしい。

幹と枝との捻れの相違はガサシ手した場合に，右捻れ

のものと左捻れのものとが出来ることとなぢ泌実生木
からサシキ品種になるまでに，まだ繼幡の安定しない時

代には，その右捻れと左捻れとIこよって，発育形状に相

違が表われるが，この場合最初の幹と同じ左捻れのもの
が

の方が，一般に成繊力現認襟に思われる。この幹と同じ

捻れの枝がテシキして，成績の課､原因は，新たに分離

して独立樹となるには，最初の頃には幹と云う形⑬もの

よりは，枝の形で実生木と違う方が都合の好い点がある
a

:のではあるまいか。

つまりサシキは実生木でばないのだから，幹形の芯は

新たな生毒上，幾分不剰であるこどほ該芯先と云うもの

が一定年限の後には，閏構となるのだと云う倦怠性と関
連があるのではなかろうか。そう考えると芯は絶えず移

る筈だと云うことに庇るか，それとも鐙初には単腫実生

木の枝をサシキしたのだから，無自覚で何の気もなかっ

た認イザ挿木として独立して見ると．今度は実生木と

ほ違う，いろla､ろの素勵こよって萩たな極働が起り，サ

シキの性鰄こ移り行く一種の鴬径として，今迄に見ない

一時的の識､結果を表わす笈と云うことに漆為ものかも

知れない。

この比較試験ほ，最初に実生木の枝を挿附けたとき，

正枝と懐枝と左挿し比べて見れば，捻れから来るもの
か， サシキによって新たに起る価動かが判明するだろ

う。これ鼓での実験では，古い木の枝を挿附けた場合に

は，甫一よりも甫二の方が成績が好く，若い木の枝では

甫一より甫二の方が成績が悪い， と云う結果麩得てい

る。語れば老木の枝では複枝を挿す場合が多く，若木で

ほ大体に複枝をｻｼｷする場合は少いから,正確な判定
は困難であった。

親木の選澤と推移

いずれにしても，サシキは夷生木の桟を挿附けて力電ら

初期の成績ほ面白くな心､結果を采すが，それでも第1回

の枝である甫一では』活着も割合に好く生長力も悪いも

のではないから，サシホが勢があって形さえ良ければ，

相当の成績を示すことが田来る。この甫一は多くの場合

に，その分離したサシキは元甫である実生木の観木より

も，枝が狭角遥芯先が尖鋭に立ち，その材質は固くて強

靭である。こｵ"を親木の場合に比べると，枝であったと

云うことを如実に物語っている。この点に於て最初のサ

シキは枝の習性をよく表わすと云うことになる。

これを長い間に何通か挿代えて，成熟品種となって性

諾の安定する頃には，枝角も実生木に近く拡がり，材質

は元浦よりも遙かに索欧となって,莞育力は初斯に除サ

シキだから遅いが，中年から旺磁な生長量を示し，晩年

まで生長し続けるもの銅乱結実の少いものでは特にそ

うした傾向が強1,,°

この実生木の枝から成熟品種になるまでの道程には，

経過に就て一窪の傾向は示すが，その推移は一様でない

から，品種育成上親木の選択は容易なものでないことが

わかる。この品癒育成途上には,第一に遺伝因子によっ

て燕された親木の隠された素因と，それに伴う個性の表

わす傾向による変遷とが,相交錯して微妙な関係にある

から，親木の選沢上，この潜在的の個性と云うものを閑

却してはならぬ。 、

実生スギの枝をサシキすると，その分離によって成立

つ1本のスギは，初めは枝の習性によって，枝をザシキ

したと云う形を示し，親木に附いて居た時の外方と内方

との間には，自然違った枝の形な表わすもので，もと外

側に面した部位からは，特に長くて大きな枝が出るか

ら，枝に大小長短が表われるが， 内方に面した側から

は，この特殊な発育をずる枝は出ないから，枝は大体均

斉が取れている。親木の個性によってサシホとして形の

整わない，芯先に週､枝を挿木すると，その複枝の列が

扁平であった跡が表つれて，枝の縦列が並んで見えてそ
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の間に溝形の間隙が表わされる。このサシキの発育形状

は，実生木からサシホを採る部位と，重要な関係がある

から馬鹿には出来ない。

自辮甸汰と複枝価値

実生スギの枝をサシキし返見ると，こうした枝として

の習性が容易に抜けきれないから，そのサシキが成熟品．

種として性質の安定するまでは，ヴーシキ品種と云うもの

の性絡は相当に不安定である。この不安定な性格を新た

艇品種として育成する上では，無性繁殖だと云っても，

それが品種の性質向上漣，相当役立つからその性癖を利

用して，好い方向に導びいて有効価値を充分に発揮しな

くてはならぬ。都合の好いことに同じ木の枝でも，枝に

は1本毎に幾分違う性癖があつく,､その個I麺表われ

が，榎づきの好いもの侭挿し代える度毎に，根づきの悪

い性癖のものを駆逐し，発育の旺んなものは成育途上で

優勢さを示し，数に於て発育の劣るもの粒圧迫して行

き，不利な条件を自然淘汰してくれる。この自然淘汰は

サシ代える代数と，育成する年数とで効果が表われる。

これを熟成上の年数効果，代数効果と云う。

しかし立体発育によって有効材積を多くする。芯先の

枝が好く整備される特質を表わす処の溌支価値の高いも

のと云った様に．高度の鐵息を昂める形質の敦善と云っ

た佳事は，単に挿L代えるだけで抵充分目的が達せられ

ない。これ戯人為によってその好い傾向を助景う-るため

に，複枝価の商い樹護かり選出して，挿附けると云う手

段に依らなければならない。それには母樹を一定の大さ

挺成木さして，その正枝は1本も採らないで，複枝の好

．<発育した枝の複枝ばかり，選択採種するのである。

私の経験ではこの場合同一の未の枝でも，枝の大小に

諭なく複枝価の高い稜は一様にそう燕るが，複枝価の低

い枝は芯先などにぱかり良く発育して，劉支は割合腫伸

びないから同じ太さ.の枝でも，徒らw乙長さにばかり伸び

るから樹冠の大割蝿す承その割合1こ幹の肥大力腫貢
識しないので,単位面積当りの生灌量が少いこととなる
が，1本の木にもどんな相違のある枝があることを知ら

:ねばならない。

この選択採穂を操返して，何代かに亘ってサシキをす

ると，枝の持つ復校価値の発達を乗して，同一の品種が

複枝価の高いものに進化して行くから，新たに品種を育

成する場合の外に，既成品種の場合でも，こうした処作

･が品種改良の上で物を云5のである。複枝価値が高いと

枝に大小長短がなく，樹冠が小さくても幹が充分に肥大

･する上に二，枝が縦に並んでいてもその列間に溝形の間隙

などは出来なくなる。それは葉と葉の間がよく開いて樹

冠を好く充塞し，葉先の偏僑がなくなるから篭ある。

こうして実生スギの枝がサシキ品種になった時から，

或る翔間は枝としての習性力鑑り，その中に部位による

偏僑が矯正されて，いろいろの意味で良い品種に移行し

て，性絡の喪定を得るまでの途中でほ，性癖の表われで

ある偏僑も亦，相当に利用しなければならない，と云っ

たE雲が品種の敬識実を図る点では,可なり役に立つ
から,.これ童常に良》､方に螺いて，性格の向上に努めな

ければならないが，この絶えず移り行く処の個朧の偏僑

は，努力しさえすれば穫る所も多いのだから，油断なく

注意が肝要である。

活性尺度の応用

スギは既成の品種で充分に成熟していても,漉質の安
定には限度があって，これを無性繁殖して独立した木と

すｵ1,ぱ，有性生殖艇よって実生葱たものの獺Iこほ,:麺上

はないとしても，個性の傭侮りはスギが生物である限

り，取り去ることほ出柔ない。その偏僑から来る利害
は，好い方にばかり発展､するものではないから，絶えず

週とを防ぐと云うことに努めないと，安定は必ずしも安

全とは云われない。仔細に検討して見ると，永い間に

は，同一品種でもまるで別なものの犠に変っていること

ガ鯵し<ない。それをクヤーンの形質侭少しも麺bしな

い，などと舗種に頼り過ぎると飛ん篭失敗を招き易い。

スギ低生物であ為と同時に，品寵は安定しても化冒では

ないから，その形質催少しずつではあるが，常に移って

行くものを，不用意にも，これは安定品種だなどと，供

試材料にして失敗した例がある。

そこでクローンはもとは同一なものを，分離して独立

さぜたサシキでも，一度分離した以上,完全には同じも

のでないと云う活性尺度が必要である。これに加えるの

にいろいろの角度から見た，活睦理論によらなくては．

スギと云う生物の完全な批判は出来るものではない。つ

まり固走した尺度催固定した部分繧のみ用いられる。例

惹挙げて云うと，樹冠の犬さと幹の胸径路を測る場合に

は，胸径比だけほ固定尺度で差支えないが，樹冠の大さ

は何弓しても活性尺度によらなければならぬ。それは立

地環境涯よって，枝の開閉が行われるから，常に-竺定の

固定した桟浪りはないからであるもこれと同じ様に同一

の木の枝でも，1本毎に違う個性を表わすスギでは，立

地環境を異にしなくても，何時までも同じ規準で測って

も，それから妥当な理論が生ｵしる筈はないから，性機は

常に移り行くものであって，1本の木の枝でも性癖はズ

レるのだと云う，活溌理論の適用源必凄である。

有性生殖による実生スギに比べたので幟，比較になら

ない相違だが，そｵ'jでも変化はやほり麹上である。それ

種有性生殖で出来た実生スギでも，母樹力蒋<選択され

て居る時に，その実生木の悩鏥力湘当に揃って居ると，

これでは全く質の同じものだと云う事がある。この場合
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に比べたのでは’ 1本の木の枝を挿木した苗木は，比較

にならない斉一な巷のである。それは有性生殖に於ける

変化を1とすれば，無性繁殖の1本の木の枝によるサシ

柔の変化ほ，その10分の1位にしか当らないし，幹の

更芯によって起る性絡の棚違は，更に100分の1位に

しか当らないから，これな鑑別することは人は一時には

決定は困難であろうが，それでも熱心なそして天分を持

つ研究家は，相当の正確さを以てこれを識別することが

出来る。

・ 倦きるのが生きる物の証拠

，今までの研究家の中には，スギと云5生物に対し，余
りにも計数的な理論詮適用しようとする傾向があった。

一寸した場合に，これは生物だから計数杓にはm確な統

訂･は出来ないと云5と，そ＃℃では折角の生物学の定義が

戒立たないと云う。一体こ5した正確な統計ｶﾐ生物相手

に戒立つだろうか。それは化学分析などでほ充分正確だ

と信じられる徹瀞･もあるが，分析そのものが，生物左生

きた姿呑測ると云う,佳事ではないのである。

生物とは形態的にも生きている形の場合を措す-ので，

その生きて行くあり方が,後から後から変って行くこと

を謹朱し，一定不蕊の形態ほないのである。この移り行

く態が,生きていると云う物の姿であり，生きていると

云うことは，同じ形ではいられないと云う意味で，何時

も安定した停慈毒代ぼないのである。一罐慥物とは物倦
きのする性質左持つことを意味し，少しの間でも同じ形

夕

ではいたくないもので，そこで環境などが違うと得たり

賢しと，それに従って変って行く。変るのが本質か生き

るのが目的か，変らないで生きて行く道はないから，変

らぬ為めには人は成仏する。スギの個性を調べるのに，

葉の形と幹の皮はだを用い箔分類法がある。それは立地

環境と樹齢とで麹上があるから，この分類法は正確さが

保てないと云うから，私がそれを人間に替えて，葉は言

葉であり，皮はだほ服装であると云った。人の云うこと

腫憾駈引があって偽態が多く，人の服装ほ虚飾を好む‘者

でも貧乏では,希望する健に箸飾ることが出来ない。そ

こでこの駈引の多い偽態と，環境で何うすることも出来

ない服装とな対照して見る方渤蛎いと云った。つ､まり葉

漉だけでは変化力参くて，研究の対象としてもアテにな

らぬが,そ＃，しを恵まれた立地であるか,毒､木か何うか
等に就て，皮はだと勘案して見ると，意外にも個性の正

確な批判勃鵯られるから，無闇にスギの個性はアテにな

らないと云うべきではない。それは今まで生物であるス

ギの個性を， 一定不変のものの嫌に考えたためであ馬

が，生鋤仁は催きると云う事があつ乙常に極つた形は

ないのだと云う前提が必要であった。

品種改頁事業の前途

スギの品種には，何処にも向く何方から見ても都合の

好い，と云ったものはないらしいが’それでもいろいろ

の面から考えて， そｵ吋目応に利用し得られる好い品種

は，今後どしどし出来るものだと考える。生長の早心､品

種とか,形質の良1，､品種とか，耐陰性で密林に耐えて単

位面稜当りの生産量が多い品種や，耐陽性で陽当りの強

い報当乾燥地にも育つ品種とか，適応性が広くてどんな

所でも育つので仕立て好い品種とか，癖地でも割合によ

く育つと云った各種の長所を持つ品種力毒えられる。

こぅした品種の改良事熱餅目当に目覚めているから，

有性生殖による父となる木の利点と，母となる木の長所

をその儀に活かして，これまであった精英樹をその儘で

改良するよりも，10倍も改良効果を挙げられる方法で，

どしどし新しい完全に近い理想の品穂を仕立てること

も，今は空想とばかりは云われないが，勅蟻には順序が

あるから，この新しく良ld､品種を産拳出す手段にも，そ
こに通う正しい道を踏んで進むこと力窪ましい。

物事ほ多くの人が，利点ばかり考え易いが，成功した

人の側を見ると，その多くほ利点や長所ばかりねらった

人は常に失敗し，短所や欠点を真面目に研究してそれに

附随する長所や利点を活かそうとした人は成功してい
る。だによって品種改良の佳事も亦，こんな風にして所

期の目的を達する方が好いではないか。

有性生殖では無性的に苗木だけ増産するよりも，形賛

の欧良上では,10倍も好1，､形質に改め得られる効果があ

る。この10倍の効果がただやりさえすれげ挙るものな

ら，誰でも何の苦もなく実行して，とうの昔にそれが成
立っている種はないか，今既にそうなっていないのを見

ると，そこにはそれだけの理由があるのだ。

凡ての事は動けば危険が多く，動かなくては物事が成

し得られないのだが，動くにも必ず動がない所の土台を

据えてからやれば，危険でなく物事が成し遂げられるか

ら，人はまずその動かない土台を据えるのが先である。

有性生殖は品種改良の上では,新らしい形質を産み戦
す上歪非常に効果ガ壱いから,．それをやるには初珍にま

ず，無性繁殖ではどんな変化があるか，或は変らないか’

を研究しなくてはならない。その上でこの変化の多い，

そして効果の挙る有性生殖に移り行くのが，品種改良の
正しい万全の道であるから，個性の変化の研究はその目

的を達する基礎だと思う｡． （28.5.22）

基礎麦料発見年次．

，スギの葉は三’掴の捻れの発見明治36年夏
2夫力較から枝へ交互反対だと知った大正3年春

3更騨幹と同じ翻しの閏梢の発見大正5年春．

4実生スギの幹ではこの捻れは左捻れだと知った

大正5年春

5翻苗からも更に芯側芽が伸びることの発見
， 大正14年頃

〃
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（2）森林土壊のタイプ

土壊は鉱物質のものであり,．それを確認う電に明らか

な特散を有し，而も相当広<拡がっている。土錐は幾重

もの廟をなして明瞭な構成なな･している。

表土繊細な土壌は謬透水によって洗ｵつれるのである

が）はA層と言斗つれる。この表土のすぐ字にB園又は重

粘土層(heavysoil)魂､は下層土と呼ばれるj鰯があ

る。そしてそこでA層より流下してきた繊細な土壌は受
●

けとめられるものである。C層はB厨のすぐ下にある土

壌鉱物の母岩である。

肥沃な圭雲にはその土壌状態に適合する幾多の微生

物，植物動物を含んでいる。土壌はある程度生物に似

騏て居り，酸素を哩艮し，炭酸ガスを排泄する。土壌は，

そこの環境に調和して特殊な形態を持っている。土壌の

生産力は全くその形態によって決まるものモある。

土壌の形成は地殻の表面の岩石に温熱麺閏,乾燥等
が作用し，粗い砕石の塊となり，その割目や凹地に小さ

な磯物結晶体が入り込み地衣や蘇苔やその他浅い土壌や

割目Pある岩石でも生育できる他の原始的な植物が侵入
してくるというように徐為に着実に地球のﾀ磯に起って

きたものである。雨は岩石の一層軟かい部分を分解し，

植物の根に吸収可能な橇に鉱物質を溶解すぎる。

土難被覆が深くなるに従って』土壌の粒は一層細くな

ってゆく》水は土錘の多くの団粒wこより源過され，微細

な物質は表層から下方に運ばれ下方深きところに沈澱

し，下層土を形成する。

植物は地上に倒壊し微生物が出現する。今日我燕弥境

る如き立派な林木と森林と特殊の土鯉が出現するに至る

までには一層大きな数多くのいろいろの植物が出現した

のである。

それぞｵ'森林土墨は，土簸の通常の層の排列を分化さ

せ，その笙隙，吸収組織，バクテリヤ，徴菌類，昆虫，

動物の調和された而も効錨勺な密度に発達する｡樹稜ぽ
そこで土壌中に定着し，落葉は保護的地被物を供給し典

年,今肥沃になってゆく。

土壌は広く気候区域によって異る。模本的な差異は降

雨量，気温によ$り生じ，岩石は違う。顕著な気候，鉱物

質の母岩を有するところはどこでも，土壌の特殊の種類

をなしている。即ちSouthernWyoming腫於ける灰色

で砂漠のためSagebrushきり宝えない土壌Western

Nebraskaに於ける暗編色の草原(Prairie)土壌

Iowarol1linoisの黒色草原土蕊(BlaCktallgroSs

prairie),Mainに於ける灰色の瀧過されたパイン植謹

地に於けるポドソール土雛Indiana､flninoisの灰

編色で広嬉劉植生地の土壌叉はNorthWestに於け

る淡い鳩色にして湿った森休土壌。 ‘

一一抄謬

森糠と土壌
☆￥☆

宮崎大学農学部

戸元彦
垂
〈

序
本稿はアメリカに於け.る蝿土地分類に関する資

料として。 その前半は森林局土壌学者JWI1T.
A;u"n氏と太平洋岸地方森紘局並びに土壌保全局
長T.B.P1air氏共著..ForestandSoil'' (19
49）を後半はc｡Ba1ancedFarmmg'' に関裁るハ
ンドブックのうちForeStに翼する一部を翻訳した
ものである。

林業の経営が一定の土地の広がりの上に行われる
ものである以上，林木が植えらるべき土地のタイプ
とよくマッチしたものでなければならないことは云
う‘憲遍もないが：そのためには土地分類はその必須
的作業である。本邦に於てはこの誠の県侭的淡料が
比較的少な‘職であるが本稿が何らかの参考と芯批
ば幸いである｡

〔
）

‐

第一編

（1）はしがき

合理的造林(特にhardwoodに於ては）をなす漣はそ

こに適合する樹霞の選択と土壌とのバランスを充分に考・

慮しなければならない。林地は皆伐されるならば，おそ

らく土壌は侵蝕されるであろうし，植生は低下するであ

ろう。而も裸地でもよく生育ずる林木を選びだう-ことは

なかなか容易でない。叉土地がきれいに裸出されるとき

は，今迄手のつけられていなかった林で保たれてあった

バランスは破壊されてしまい,森林生産の基礎的な土壌

と土地の上の空間的環境の変化は，今迄の個有の樹霞を

維持する能力のない穣な土地になってしまうものであ

る‘。

次に火災，放牧，皆伐と開鋤逗よる侵蝕からくる土塞

の流出は見逃う-ことの出来ない損失である。これらのこ
とにより皆伐された土地の生産力は低-Fj-るものであ
る。土壌に於ける変化が隙かで殆んど我々の目にば感ぜ

られない様なも‘のでも，植生はそこに最も適合するため

に樹唾の構成窪変化させるものである。立地の悪化は価

値の低い樹匿に変ってゆくことを意味し，そのことほ所

有者にとって大きな損失となること左意味するものであ

る。従って我々の林木と森林を復興させ，保全させる問

題は森林と士蕊の関係左知ることwこよるて容易に解決さ

れる問題である。

（註） ここでhardwoodとは掻柏科以外の種類に

属する樹木について用いられ，例えばoak,maple
hickoriesその他の広葉樹類を言う。

』
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宍戸：森林 と 土壌
一一

｜

’

り，森林土壌には不可欠のものである。森林土壌織地被

物の層の下で常に空溌を増大してゆく芯のであり，この

表層土の空隙は水分の吸収を容易にするものである。

水の移動は下層土の堅密度により支配せられる。下層

士が堅密であればある程，そこを通過する水の移動は遅

い。且つ又A層が浅く而も下層土が堅密毛あるときは土

壌が吸収する降水の量は少い。何故ならば表屑土の空隙

量が少いからである。

地形と陽光に対すずる曝露ほ蒸発愚に麹上を与えること

により有効土壌水分に対しても影響を与える。

南と西翁画は一般に北及び東斜面より土壌水分が少

い。丘陵或いは山岳地に於ては林木に利用可能な水分量

はその傾斜面の位置により異る。山麓に於ける林木は普

通中腹以上の林木より一層利用可能な水分菱持って仮
る。－

充分に水分を保留するだけの識蚤もっている鶴､土

壌は，林木の生長率も最大である。それ故に反対に浅い

土壌は充分に水分を保留する容積をもっていなく称木の

生長左最大に保つことは出来ない。若干の林木は，いろ

いろの土壌の状態のもとに於てもよく生育するものであ
守

るが，その他のものはそうではない。例えばblaCk

locustば深い土壌でも浅い土壌でも湿地でも乾地でも

生長ｻｰることが出来る。実際はそれら総ての場合に同雛

挺よく生長するものではないがblaCklocuStの穰な林

木は極度に影響を受けることなく生育を持続するようで

ある。他の樹極でyellowpineの如きは明らかに蕊、

適潤な土壌にきり発見されず,一般に浅い乾燥した土壌
や堅1，、claysPan土壌では生存しない。徒って一つの山

脈でも繩重毎に分離して生存しているほしばしば二(錘タ

イプ・の差異によることが多い。

ホ煙或いは制地の植生の謹頃疵蔭に対し組み合された

謝噸の織重相互の耐蔭性にある程度関係するものであ

る句‘或場所では他の因子よりも一胸その耐蔭性によって

い・る。例えばponderosapine,blackIocustj等は

yellowpoplar,whiteoakjbeech,hemlOPk等よりも

耐蔭性が少い°或樹種ではある土壌状態のもとでは他の

士爵鯛謹の下に於けるよりも一層耐閏生がある鯛乙思わ
〆

れるものもある。然し乍ら如何なる気候地域に於ても主

として林型を決定する2つの条件は，第一はその樹種が

疵蔭に耐え得る個有の特性であり錐二は土壌の状態であ

る。
、

側土壌に及ぼす森林の影響

森林は士壊に鍔を与え愚。（とりわけ地被物となる

落葉‘落枝を通して）地紙鋤は雨にうたｵ'Lて分解し，降

水の流水をさまたげる。そして土溺且織をみ淀ずことな

同様な気候区の中に於てすら多くの差異ぶ土壌の間に

生ずる。それらの主な原因は植物叩傾評)の程度母岩3）

の性質等の差異によるものである。

第一の植物ほ表層土を窪化させるものであるが,然し

主な地方的差異は水に関する士緊の謬透性によるもの毛

あるが，叉この謬透性は土壌の粗密に従って変化させら

れ,母岩の性質と地形と組み合わせられている下層土の

深さによって調節経られるものである。土鯉形成の根本

的要素は下厨土と地形との関係である。

雛地に於てはどこでも降雨は土雛を泥水這撹舌tする。

斯雛な泥氷は土壌樛撰物を含んでいる。霧しい微細な土
壌粒子，それらのあるものは大きさは殆んど分子程の小

さいものである。若し，地表が傾斜していると多量の泥

水を流去してしまう。この層は織成される期間中の地下

水面の高さに従って普通8～36吋の深さの画をなして，

下層の土露ﾔに形成される。

この層の深さは雨期中の垂直方向の排水と地下氷面の

鼎嘩による。B層の堅密度朧台地の平坦度腰より影響を

受ける。この層は〔時腱下層土と呼ぱｵ,非常に堅密看あ
りクレイバン（粘土質の盤層）と呼ばれる〕排水を不良

ならしめる。‐・

どこの地方の土譲も母岩の鉱物懐性質の差異に影響を

受ける。砂岩からの粗き砂は粘板岩からできる粘土程，

泥水化しない。それ故下層土の形成ば砂岩は粘板岩より

出来る土製よりも顕著でない。岩石の溝造に於ける差異

は根本的に土壌の形態と生成過程を蕊化させない。然し

土壌溝成の割合に影響す為。

（3）林木に及ぼす土壌の影謬

土壌億主に土壌通気と土壌水分を通し莚，林木の生長

に影響を及ぼす。季節的有効な土壌水分はそこに如何な

る樹種が適当するか，又それらの生長率を決定するもの

である。土錘は如何なる作物腱対しても影響を与えると

同様に森林にも影響左与えるものである。

hardwooa地帯に於ける蔑繰土壌は乾燥地向カシワ
(oak)例えばscruboakpblackjack,scarletoakを生

じ易い様である。適潤土壌はyellowpoplar,beech(/

ナ)maple(カエデ)blaCkwalnut, redoak,White

oakもの稜な樹種な生育させる。湿地土壌はsycamore"

cottonwood, redgUm, pineoak,willowには一厨好

適である。

次の一般的な土壌の要素，表土の空鐸ｴ)，下層土の

堅密度2)，地貌3)，深さ句は有効な二1銭水分の効果を通

して森林に作用する。第一の鯵響賦水分の吸収率，第二

は土壌中に於ける水の自由な移動,第三は表面蒸発率，

第四は有効水分の獄である。表圃土には空隙は常にあ

ロ毒
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宍戸：森林．と 土墨

く.，降水鞍瀧過する。乾燥した天候の続くときは地淡物 ずることとなるであろう。これらに関する不足の諏諭が

は地表面からの蒸発を抑制する。その地被物蒟轤ると林 なされるならば，かような状態は決して起らないである
木生長のための有機質を提供する。又それらは微生物の 5。

繁殖を助長rﾘｰる。そしてそれらは蠕虫をも保窪する。 （鋤森林土壌に悪影饗を与胃える因子

ヲ鯖に寒冷な天候の場合は地被物は土壌から熱が急速 一 火災は普通hardwoodに覆われている土壌にほ重大
に逸散するの誼防止し’丁度防寒用の毛布の様な作用な な影響左与えない。燃焼は鉱物賛土壌な保護する地被物
する。地被物ほそれ故森林土壌の凍結層の深さを減ず を破壊するが,次にくる侵蝕力這大な危害を与える。
る｡叉森蝉鯉が東つ掴爵,地被物は蜂の巣の様になり 松柏科の森林に於ける火災は一層危険である。何故な

そのため晩春にやってくる俄雨をよく謬透させ患。地被 ら岩床の上に被覆している土壌は普通薄い層であるから
物は森林土壌の腐植層の根源篭あり,腐植層こそ森林士 である。
繁が農地土壌(agricultUralsoil) と異る部分である。 過放牧ほ如何なる森林に於ても害である6湿潤なる気

耕賑された土壊にも腐植を含んでいる｡然し'それは 候に於ては踏みつけること峰壊を堅密に締めつけて，

差益麓驚漁澱富蓑鰺麗霞墨麓義熱麓鑪鰯譽鰐瞳鰯
の腐植は輪作や，肥料等の人工的手段によってのみ淵鰐’

される。これに反して森林土壌の脚値層は毎年櫛葉の落 牧は森隊土錘の総造を破壊し’常に地力を低下さす。土蕊は徐為に形成されるものであるから，過速度的な

下によって保持されている。.従ってこれが増大は地力回 侵蝕による流出は特に危険である。土壌の侵蝕はある種
復のよき擶票である。 の土壌でば他の土壌より一属破壊的ごあることがある。

森林はその二f鍵の上に於ける彼等の効用を通じて不自 SouthernnlinOisの多くのhardwood地帯では林木が
然な洪水をf脚とする手助けになる。 とり払われた後に"ま僅かに良い作物きり生育しない。地

膨軟な謬透性ある土壌鯛綜された士難エリも降水戯 被物が掘り返さｵしるときは空隙豊富な有棲物地被物は消
をより速かに吸収する。叉地被物潅木，林木で被斗づれて 失する。
いる土壌は連かに吸収されないで地表を流下する水を阻

傾斜の形と程度ほ侵蝕のため生産の減退率に影響す

止する作用をする。試験の結果によればオハイオに於て る。侵蝕による生産力の減退ほ乾燥する南面傾斜峰筋、
は40～50吋の降水童でば森林は中耕作物を栽培した畑 に於ては湿潤な北斜面より一層ひどい。何故なら乾燥す
よりも約6吋だ同多くの,水溌を貯えることを示してい る場所は殆んど土壌水分が枯欠しているからである。森

る。 林土壌の耕転はその土誕中の自然的隙間を著しく減少さ
森林は風がもたらす降雨の勢力を大ﾙ霞に遮断するの這 せ地被物を破壊する。 1945年中央林業試験場に於ける

保鯉弛被物と土壌の破壊猛防止する。森林は過庭の温 試験によればblacklocust,blackwalnut,yellowpine

熱と陽光乾風より土溌を保護し’その根侭土壊をそこに′Q生態力等級wt容易に認知される土壌の有する状態(例
定着せしめて崩壊を防止する。 えば利用可能な水分，下層土の深さ，傾斜，位置，地

林木は浸年かかつて坐長し,そして枯死し,腐朽しそ 形)に星って予知することが出来る。
して土壌をより膨軟にし謬透性に'する。 一般に土壌形態の同じ嫌な他の地方に於ける林木生長

林木渤蛎朽すると水左溌透させ，通気をよくするよう との相関盈係の一致は一闇多くの森林地方に於ても適用

な深い画I､ンネルを遣す。 出来ることを|階示している。

降水は，土壌からカルシウム塩，加里，マゲネシウム その二f麺に適する林木の予知とその生長率の予知は裸

を溶解し,土壌を駿挫にする。然しhardwood地方で 地に於ける造林に於てその土地を評価する場合に役立
は地被物が補給されるのでこれらの影響は少く塩基性土 ち,又どれら土壌と林木との相関関係は減退した土地の
難を維持する手助となる。 將来の地力を予知するための基礎資料となる。

森林は鉱物質要素を土鯉から吸収する。そして毎年落 それらは叉謝こした場所に対し最適の樹種な選ぶ場合
葉して多量にこれらの要素を土壌に還元する。若し森林 或i,､は一層好ましい樹種を構成するための林分管理の手
が毎年腐朽する以上の櫛葉を土壊iこ還元するならば,土 助けになるであろう。

壊織常に其地被物の中に落葉が埋れ笈いるであろうし， 第二編

若し有震吻の腐朽率が有機物の推穣率よりも更に大であ （1）土地分類の基準
錫ならば土溌はここかしこに有機物の全くない部分が生 材木がそこに植えられた土地の女イブとよく合致して
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宍戸：森林 と zfz "
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〆

生長し，造林の目的な充分達するためには，その#瞬木 地に於ける土地の良否の階級は次の基準により分類する
の樹種は慎重に選造されねばならない。大抵の造林予宕 ことにより決定される。

林地分類の埜準表
竺－－－． －－－－___－． － ．－－‐‐ ‐‐

一恵聴避罐蓬| 撞く良“｜・“ ｜繭…、｜※《ゞ”
士’ ’ “ 2〃土|蒙 12′ ‘′

下ときの溌造!かに附蒲する湿っている'惨…しているが蝿かく砕け易い ｜堅密度中位 i極めて昌蝿

嬢圭雛と誉|軟《脆い蝿｜鞭〈鋤。雫霊溺雪畷;癖
粘 性驚ているときに粘らi蝉に粘る

饒雨一躍纂一下層土万一壱犀羅~~~~礎こ菱蒔→一

艤誌 雲 壽
地表の傾斜方向

排 水

垂
〕

曝 露
（風雨に対する庇護）

造林予定地の各々の地位要素（上表左獅は注意深く

老蔵されねばならない。そして嘘<良い」「良い」

「可成り良い」「良くない」の類別に従ってワークブッ

ク（野帳）の等級|關に記戦されねばならない。若し地位

要素の中三つ或はそれ以上の要素が「良くないjと云う

猿に分類きれるならば森林生産のため植林することを見

合せる必雲諭§あるであろう。 （28.1.10）

＆一
ー

（31頁よりつづく） 害され易いことをあげたのであるが,殊に未乾燥材で軍そ
俗に木材がよく狂うといわれ塔原因である｡ の害力電しい･これに対しては防腐･防虫処理をした防

この点の改善は改良木材の目的の最も大きなものの一 腐木材が概当する。また前項(5)に対して考えられる
つであって，そのたあには抜本的に木材の吸湿性･脱湿 材質改良処理は大なり小なりこの目的に対しても有効で
性を押えること力礎づ考えられる。これらの例としては ある。

パラフィン注入木材･合成鋤旨浸透木材・函上積層材． （7）耐熱性が低いこと

函上合板･硬擬繊維板･加熱処理木材･ｱｾﾁ“上木材 木材の引火点や発火点が低いことで,これに対しては
その他いろいろのものをあげることが出来る。 耐火木材がある｡防腐木材と耐火木材は他の材賛改良と
（5）張さなどの磯械的性質の経対値力潅いこと は別緒に木材保存としてまとまった発展をして来ており

木材は比較的軽いけれどもいろいろな強さと弾性およ また現在有力蕨一つの木材工業部門になっているので，
び剛性係数(カカ伽わった場合の変形のしlこくさを示す ここでは記述詮省賭することとする。 一 今
尺度）の絶対値ほ金属材料にくらべると遙かに低い。こ （8）特別の性質が不充分なこと

の値そのものを高めること，ひいては形質商（強さなど これは特別の使用目的に対して問題になることをすべ
詮比重で割ったもの）を高めるまでに至れば著しく有用 て含めたのであって，際限なくいろいろなことが考えら
性を増すことになる。この目的には硬化積箇材．硬化合 れ:る溌2，3の例をあげて見よう。
板・木金合板・硬質繊維板・圧縮木材・加熱加圧処理木 電気絶縁性を目的にした石炭酸樹脂浸透木材，吸音断
材・合成樹脂浸透木材などがあげられるが，ものによつ 熱性を特に目的にした軟賛繊維板，美麗を目的にした着
ては特定の性質の向上だけしか期待出来ない場合があ 色木材や金属板・プラスチックスなどを表面にはったオ
愚。 －（戸レイ(over.lay)合板，摩擦の際の抵抗の減少を
（6）耐朽性・耐虫性が低いこと 目的にしたパラフィン・油脂注入木材などがあげられ
これはいうまでもなく腐朽菌・昆虫・白蟻・海虫lこ侵 る。
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i地嘔普及員実績発表人選論文

昭和26年度林業地区技術普及員実績

一蕊濯嬢井上藤治
穀,蔬落茶，筍であって農業収入の約3分の1は林産

物収入である。

御林業の実態一上古未開の時代には各流域皆大森

林であって清流漫舎として土砂職の蕊もなかった漆，

中古奈良東夫寺の建築用材とじて潮時t慾採登らｵ漸く土

砂を流す様になり，特に今i織争Iこよって乱伐甚だしく

森林の荒廃はその極に達した｡然しながら近時漸く林業

に対する関心は高まってきた。森林面積18007町歩中，

私有林16500町，公有林1419町， 国有林88町毛あ

って約90％は私有林である。樹砿別にみると面積に於

て用材林55％，薪炭林45％に対し蓄債は用材林88

％，薪炭林12％となっていて平均1町歩当り蓄積用材

林412石，薪炭林84石となっている。森林所有の形

態は森林所有総戸数3132戸中，5反未満62％， 5反

～1町17％，5町～10町2％，2000町以上0.02％で

大部分は5反未澗の小規模所有である。筒森林所有農家

3928戸，同所有しない農家2633戸，その他482戸，

即ち農家の大半は森林所有者である。昭和26年度の林

産関係としては用材6万石，薪76万束木炭10万

俵，その他松脂，杉檜鹿栗，松茸,五倍子，椎茸等を

あげることが出来る。

（5）担当地区林業の特異性 ，

（イ）担当地区は大阪市,奈良市，京都市の中間に位

置し出嫁,通勤その他の収入があってこの経済的立地条

件の為林野に対する依存度少く関心亦薄<獅侭的にも幼

稚で林地も放任の状態にあり掠奪林業の域を脱しない。

（ロ）総戸数の大半は農家であってその農家の大部分

は森林を所有し農業との罫嘩であると共に5反歩未満の

所有者が多く極めて小規模であり営農的性格が強い。

（ハ）薪炭林は面積に比し蓄積少<施業拙劣にして然

も管内読炭の需給面より特に樹種改良施業改善の必要罰

なるものがある。

（二）管内農家の農業経営並に前2項の特異性に鑑み

特産樹その他林業の多角化（立体化）を促進する必要が

ある。

（2） 26年度の普及蕊業謝画

前記の膳異性に鑑み計画は多岐に為たらず重点的に次

の3項を取上げ普及テーマとした。

（1）造林並に撫育指導側薪炭林の施業改善

侭）経営の多角化

右テーマの普及対象としては詞;櫛､合を中心として山

＝＝一 一＝辛一一門一■｡P一一コマ房．孟呵 ＝一一五一一＝廓＝ヨーーニ乙一’4－

私は昭和25年7月より京都府の南端相楽郡を担当し

ています。以下昭和26年度の普及実績について地区の

概要とその特異性並にこの特異性に立脚した普及テーマ

及その普及実績について申上げます。
g●

（1）担当地区の概要

（1） 自然的条f信一担当区は京都府の最南端に位して

東北は滋賀県に東は三重県に東南から西南にかけて奈良

県に叉西北から北に亘つては府下綴喜郡に接している。

東西7里,、南北4里，東西に広く南北に狭く面積凡そ

22,400町歩森林面積18,007町歩で約8割を占める山

間地帯である。地勢ば生駒山脈詞脈が西南境に小丘陵童

なし北から東にかけて比叡山脈の支脈があって概ね嶮峻

で郡内最高峰鷲皐山織海抜685米である。胸II麦流の

木津川ば郡の中央を東から西へ獺,I,C綴喜郡に入る。こ

の木溺l吸その支流によって郡の区域を西部東部和束の
’

3つに区分している。気候は年平均剣温16.3｡0，年降

水愚1367粍で概して温和である。地質陸主.として第三

紀層旧洪積層であって一部秩父古生層､よりなっており，

古生層の上に25度～30度の傾斜をなしている。基岩

は始んど花崗岩であって一部領家片磨石凝灰岩泥岩より

なる。

（2）社会的条件一日本紀によれば神武天皇大和に入

らせられて以来古くから開けていた聖武天皇都在恭仁の

郷に遷し給い（現加茂MW)亦後醍醐天皇笠髄山に行幸し

楠木正戒を召された事は史上有名である。行政の中心は

木津町であって各官公衙及各種団体蛎務所がある。女北

厚生機関としては小学校16，中学陵6，高辱学按1を

あげることが出来る。現在4町9村の行政区劃に分れ人

口51.000人総戸数11061戸内農業6581戸であって

大半は農業であり純農村である。

③経済的条件一一前述の3地域の内西部地区は平坦

地であって農業を主とし和束地区は気候の関係上，特権

茶業及林業を東部地区は腱業及林業を主としている。農

業経営は米麦作を中心とした普通農業が多く一般に零細

である。平均耕作面猿東部及和束地区は3反，西部地区

は8反，郡平均6反1畝となっている。自小作別の規模

としては農家総戸数6581戸中自作3794, 自作兼小作

ﾕ922,小作兼自作550，小作298,其の他17であり〃

自作の平均反別約7反，小作平均反別2反である。主要

農産物としては米,麦甘藷，馬鈴蕊豆類,菜種,雑

弄
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井上：昭和26年度林業池区技術普及員実績

人会.青年団出動し村有林の下刈を実施亦同地区中和束

村に於て村有林の間伐を同村青年団に一任し青年団の行

事として実施して夫を村民より感:鵬れている。

（2）薪炭林の施業改善

薪炭の管内需給の面からも亦大阪市,京都市,奈良市

の大消費都市に接近しその経済的立地条件からもこの薪

炭林経営は林業上大いに取り上ぐべき問題である。然し

ながら従来薪炭林としては調味が多く（一部赤松）その

施業も亦放任掠毒的であって而もそれで不思議とは思わ

れなかった。Ⅱ鴎訂23年頃までは礫の植栽も僅かに補植
に過ぎなかPつた力鐸の薪炭林としての優秀性と前述の立

地条件に鑑承26年度は特に樹腫改賞に重点をおき普及

の結果近時之の改良に関心を持ち39町歩の櫟の植栽窟

完了した。

（鋤経営の多角化

前記自然的，経済的立地条件のために山林に対する関

心は極めて低く徒らに放任された林野が多く殆人ど天然

性林の伐採或は野生栗，五倍子其の他天然の林産物を利

用したに過ぎなが､つた。 25年度鱈及制度確立）以来

先づ幾地改革後の経営業態としては窪f共山林を高淀に

坂入れた農林業経営多角化の必要性を痛感し各種会合，

現地指導の都度これ憩耐鯛すると共に森林組合，学校，

婦人会等に対し「山の幸を生かそう」のパンフレットを

配布し,特林研究会を結成して先進地の椀察,試作林の設

置等普及宣伝に努め趣L次の実績を得た。これの収益に

ついてば未だ計数的に之をあげる域には達していない。

栗藪植15町歩， うるし新植1000本

緒，三樋新植15000本， 油桐新植3000本

右の外五倍子1000〆，生松脂36900斑，椎茸綴木

20000本の伏込み室みたのはその主なるものである。

以上有形的な実演の主なるものであるガ哨i述の通り森

林所有者，林業技術員会, 4Hクラ元篤林会，青年

団，婦人会，学校生徒,製炭組合，種苗組合等とし，之

が普及方法としては座談会,研究会ゞ普及通信，パンフ

レット，展示林，巡回個別(集合，指導，スライド，見

学（視察）とし特腱各種団体のあらゆる会合の利用及農

業改良普及員生活改蕃普及員と密接なる連絡をとるこ

とLした。各テーマに対する目標として(1)項の造林並

1廷撫育指導については造林150町歩，樹苗の完全管内

自総，全公有林に対割-る間伐の励行,②項の薪炭林の

施業改善については櫟への樹腫改良15町歩，択伐施業

の改善20町歩,改良窯の溝築20基(3)項の経営の多

角化については野生林産物の採寂の奨励，栗植栽20町
歩，椎茸摺木10万本，緒三樋の植栽2万本,辮悪地改

良200町歩を計画目標とした。

．⑧26年度普及実績とその検討
（1）造林並に撫育

昭和26年度324町歩の伐採跡地があり（杉檜〉更に

年間約120町歩の侮深餌予想され治水上からも当管内は
淀川流域の極めて重要な地域であるから各種会合,現地

指鍵凡ゆる方法をもってその必要性技術等につき普

及の結果その顕著なる効果概ね次の通りである。

（イ）造林面積

昭和21年以前記録上殆入ど該当なし

昭和22年産23町歩昭和23年度11町歩

一昭和24年度118町歩 、

本年度より本普及員府森連支所職員として澗鐇課と
”]普及につとむ

昭和‘25年度115町歩昭和26年鹿225町歩

特に西和束村に於て同村小学佼が児童，職員，育友会

が協力し学佼植杯左実施，昭和26年度学佼値林コンク

ールに於て入選し知事徴詣受けたことは他の学校林経営

ご
み

雪
足

●

や

弓
丘

に鍔する所溌大であった。 林に対する関心の浅い当地区に於て「山」に対し関心を

（ロ）樹苗養成． 高めつkあることはより以上無形の効果であり力強い実

造林意慾は極めて旺朧であって昭和27年度は約300 讃であることを確信している。

町歩を超過ﾂｰるものと癖つれる。之砿二要する樹苗も従来 ③、普及事業推進上の問題点

は殆んど管外に俵存し為に活着率も悪く品質も亦不適当 18000町歩，13ケ町村，5000戸の山林所有者を対象

のものが多かった力轆和26年度ば管内需給を完うする に1名の普及員で称業技術の繕てについ・と最大の普及効

域に達し品質も風土に適し活着も亦良好となったも殊に 果左あげるためには先づ普及員の増員，予算塔額の問題

過去に於て山林に対する関心少<植林も皆無であった西 なあげねばならないがこれについては霞係の方念腫一任

部地区に櫟2町歩（締冒誹寸）の植林を実施したことは事 するとして現状では吾々は批判の雷葉すらない。然しな

は惚少であるが〃今後この地方に対する林業普及上大ぃ がらこの苦境にあるだけに吾煮はその方法について充分

に効果あるものと感つれる。 なる検討を要するのではなかろ.5通。之が対策の2，3
過去に於ける樹苗養成の実績は次の通りである。 について述べると 、

昭和22年度殆んどみるべきものなし （1）季節的重点的集合指導に徹底すること

昭和23年度杉37000本j"13000本 ②普及F南蝿織の強化確立侭)事務関係の軽減簡調上
昭和24年度杉40000本，輸’0000本，鐸000本 等であるがその鍵本は普及員自身の入絡と努力にあるこ
昭和25年度一杉214000本，桧35000本，櫟5000本 とは申すまでもないことであると思う。

昭和26年度杉369300本，櫓158300本，蝉4700本 以上甚だ貧弱なる舞貰で冷汗ものである力窪る10月
（ハ）間伐下刈手入 ．未全国誘謡血区技術普及員…苔表大会に於て入選の栄

和弱他区湯船村に於てI森林感謝の日」としと同村婦 を欺いた麦任上あえて申上げた次第である。
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害



～

(林試報. ､林業試験報告）

(東淡報.､安東大演習林報告）

(蒐膳鮴試報….朝鮮林業試験場報告）

(林学誌…林学会雑誌）

質;疑:應;答：弔

日
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筒そのﾀ畷近林野庁が発行しa',る収穫表調製業務研

究費料としと第1号～第4号迄出ていますが，夫'々

第1号岩手地方あか霞つ林

第2号磐城地方あかまつ林

第3号大井。天竜地方ひのき林

第4号土佐地方すぎ林

の収穫表調製説明書であり蓑す。

■

ｈ

０

可

ｄ

ａ

’
1

(鷺間）

収穫表調製に関する参考文献をお知らせ

下さい
蜜

島根県犬社町吉田精身

(答）

収穫表調製については，幾多の論文が発表されて居

り,従って参考交献も数多いのでありますが,その内主

要なものを若干拾ってみますと次の通りであります。

海外の文献についてば吉田正男氏署測樹学要論を参照

して下さい。筒アメリカの交献1こついてはChapman

andMayer両氏箸ForestMensuration及びBruce

andSchumacher両氏署FOrestMensurationの最近

版を参照されるとよいと鄙､まず。アメリカのこの方面

に関する論文はJOurnalofAgriculturalResearchに

はか漆り識っています（同謁ま最近は発行されていませ

ん)。

デ戸-タの統計的処理に関するものにつ"ては，参考響

は極めて多く,枚挙にいとまありませんが,主要なものを

あげ霞飲とデミング審斬しい最小自霜蛍，スネデイツカ

ーの統計的方法,ブイツシヤーの統計的方法,イエーツの

標氷調査論KennyjHoel,YuleandKendallの毫需,特
に相関についてはKennyのDnthematicsofStatisticS
とFzekielのmethods"correlation.analysis更に

隠課列についてはKendallのTheadvancedTheory
"Statisticsに詳細に説明されています。 この方面の

女献については，増山氏の諸塞に謙癖されていますの
で参照して見て下さい。従来の絞蔚的処理法の文献につ
いては長沢武雄氏の計算法に戴っていますが，DaviS,
WhittakenandRObinson,Rmming,LiPkaの著書が

よいようです。

筒織預明の点があります淑ﾙぱ,制鬚識議場の測定獅究
室にお間合ぜ下さい。

赫業試験場測定研究室長大友栄綴

（
》

名 ｜著者文献名巻･号'零題

渡林試報

和蔵林試報

11 1大3

21 1大9
すぎ林の生長及収穫

あかまつ林の収穫表

謡
畔

鼎繍溌農朧田正男東演報

瞳…”関する研究

囎瀞腎繍繍鮮

5 1昭3

‘闇．6

5

｡

舞
鶴蕊繍蛎
法正林の蓄獄と生長と
の関係に就て

収穫表調製に就て

蕊瀞澱蘇
耀鶏雛羅孝緋

鵜:灘
阜騨簿
黙議雛覧灘
梯

野謬樹種柵収謹
間伐と林内簡易統計

測樹学要諭

測樹学

測樹

一
理

《
・
垂

､--,-へヘー､ヘハーー最新刊－－~､へ一宇､へ~~1
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わが国における林木の品種

改良ばはなはだしく立ちおく

れているといわれ，外国の真

相漆わかっていないためいろ

いろのデマが飛んだが，驫諏

ヨーロッパの図書刺誌，とく

にドイツで1951年の終りか

ら年4回ずつ発行されている

林7鑓伝および林木育雇藤艤誌

(ZeitschriftfiirForstgene-

tikundForstpflanzen"iicht･

ung略号Z.Forstgenetik)

を読んで見るとそれほど急速

な進歩をしているわけではな

い｡

遣f爵学の基礎研究に関する

論文があることはひとつの進

歩ではあるが，ほんの初歩の

程度である。染色体に関して

はSeitz,F.W. (Z.CForst-
genetikX. 22～32.1951)

がかなりくわしく書いてい

る。そのほかにもゴルヒチン

による4倍体や，天然性の4

倍体。3倍体などに関する報

報告が出て挙り, SchOberiは日本カラマツという著書を

書いているほどである。ある病害に関しては日本カラマ

ツを母とするもの(Larixlepteuropaea)が，日本カラ

マツ詮父とするもの(L. eurOlepis)よりも抵抗性酋識

いという。日本の労ラマツは認判が高いが，とくにヨー

戸ツパカラマツとの雑繭は人気があるようWこ見える。

マツ類のカケァワセはアメリカのP1acervilleで大規

模に実行しているように聞いていたが, Duffieldの報

告(Z・ForstgenetikX.93～97. 1952)によると，ほ

んの一剖玲の組合せだけしか成功していない。

ポプラ類ではカケアワセを初めとしていろいろの調査

研究がおこなわれている。学術上とくに価値の高い報告

は見あたらないとしても，実用上成長の早いものが選
■

抜されているようである。万国澗築試験会溌溌10回

総会(Ztirichl948)でイタリアのポプラ育種研究所の

Piccaroloは孤立木で12～妬年生で2～3"23 (最大

":14年生で3.2")に達した実例を発表している。1
本動"の木が3"本あると弓写れば600'がで，毎年の

平均材積感長歎が40郷3㈱'40石)になる。月本二朗
氏はユーカリで毎年平均180石ずつ生産する詞列があ

ることを鑑葵している。わが国では針鶏封林で3～”3

が普通で，まれに10～20"z3を生産する例があるにすぎ
ないゆえ，ポプラや＝－カリで40～50ﾉがというのほ異

常の鈎直である。桐生市の中島吾一氏が選抜した巨大ボ
ブ・ラがどれだけ成長するかは興味深い問題である。

昨年来朝したスウェーデンのLindquist氏ぼ耀諺錨

(elitetre勢をえらんで， その枝をツギホとしてツギ

キをおこなって果樹園のような採種園をつくることを

強調したが,剃議では現在のところ，造林には優良樹

(Plustree)の女ネを使うように注意し，さらに瀞調
をえらびだしてツギギ燕たはサシキでクローンを育成す
ることが育種のチカミチであろう。

したがってヨーロッパにも鐸樹やサシキ°ツギキ

に関する報告が篭おい。サシキの発根価堕剤として

FloraminAとか肉桂酸とかがめあたらしく，サシツケ

の時期に初夏とか醗夏とかいう誌威が眼につく。

糖英樹には見とれるような写真が出ている。周囲の木

と比較す-るため，カードの下半部に方眼を入れて，=言

に直涯を，没テに樹高を記入して，潔鍔鐡が蝿髪木にく

らべてどれだ月大きいかがすぐ・わかるようにしてある
(Z.ForstgenetikX.74.1952)。上半部には所在地・

所有者･土壌･澗分の識敗ならびに潔淡樹の年令･直

径・樹高・材穣･職彬の照識などを記入するようになっ

ている。写真もはってあるが，もうすこし大形の写真蓮

一定の場所へはるよ'5にしたいものである。

翼塗
１

０

Ｆ

１

０

ｊ

Ｆ

４

Ｄ

■

■

ｂ

ｐ

且

ｐ

ｐ

▲

■
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ロ

ッ
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お
け
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林
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中
村
賢
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郎

ゆ

ヨ

告があるが，突用の域に達していないように見える。

Marcetがスイス林業試験報告(27. 348~405. 1951)
でヨーロッパアカマツの産地別に調査したという塾瞬

が出でいるが，同じ産地でも個陣による変異がいち･じろ

しいよう看ある。中部ヨーロッパのトウヒを南部スウェ

ーデン、植えるとメダシの時翻がおそいためオクレジモ

の害動玲くなく，虚長が早いとい5報告（同誌X. 58.
1952）がある。ナラやブナではメダ､ｼの時期や樹形の特
徴が天然琴iのぱあいに稚樹に遺伝するという (mhl-
Urban,同誌皿．5ﾙ､参59. 1953)｡14年生のトウヒ幼
令樹の女ネは，170年生蓉樹のそれにくらべて幼時の

成長が早く，3隼生苗ではいちじるしく大きか鯵つたが，

5年生でその差がなぐなった(Rohmeder,同誌工. 19
～21. 1951)。

カケアワセはさかんに実行されているもののごとく，

カラマツに関する報告がおおい。すなわち日本カラマツ

ルまヨーロッパカラマツよりも成長が早いが,その額重は

さらにL鋤つそうすくれている。天然の荊鍾も戊長が早い

というが，2倍も3倍も育つわけではない。日本でも同

じカケアワセをした人があるのに，その或績が知ら証て
3,,ないことは残念である。樹形その他に関してくわしい

k■

客
〕

× ×
、
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改頁木材講座 一一一分岸＝幽一幸ロ‐
_ｰ偽一弓

新しい木材材料（'）

東京大学教授卒井信二

ま え が き

木材を主とした林産物の加工についての科学捷術は溌近目覚ましい発展をし

ており》今では森林の育成と国土の保全を主な内容とする旧来の林学林業とは

全く性質のちがった別の部門になつセいると見てよい。それ故木材加工につい
ての講座的なものを準備することは本誌の読蓉にとっては実務の上にど＃Lだけ

参考になる力擬間とも思わ＃'しるが，この方面の新しい展開を知っていただくこ

ともまんざら無意味でもないであろうと考え木材加工のうちの改良木材につい

てこれから常識的な解読を試みることとする。

以下次の順序によって記述する予定である。

I概説

1 1. 改良木材の意味

12. ．改良禾材の目的

1 3. 改良木材の方法

Ⅲ各 説 、

1 1．合 板

11 2. 積謄木材と集成材 ′
13. 繊 維 板

14. そ‘ の． 他

6

吾

夕

■●

や

f

二
二
一

I概説 て材料として用いようというものである｡処理に機械的
分 1 1.改頁木材の意味 および化学的ということをあげたが,普通はその一方だ

一股に改良木材(improvedwood,vergiitetesHolz) けで目的を達することは少く,どの程度かに両方の方法
といっているうちには甚しく多種多様のものを含んでぃ が組合わさっている場合が多い。

このように改良木材という底かにはいろいろのものをるので，これを雛活的に燕朱づけることはなかなか難し

い。ここでは戸応次のように解釈したいと思う。すなわ 含んでおり，相当漠然としたものであるので，これに同
ち睡良木材』どは天然の木材に何等かの機械的および じような意味でいろいろな名称が用いられる。例えば貴
化学的処理を施した木材"料である。そしてその方法週 化木材．･強化木材.･化工木材･化成木材･合成木材･永
程を｢木材質改良｣または簡単に悶賓改良」という。 久木材･半永久木材･処理木材，特殊処理木材などがあ

その意味は木材を直接使用する過程に適用する「未材加 るが，用いる人によってその内容・範囲・ニューアンス
エ｣鰊い意味）とは一応区別して考えている。例をあげ がそれぞれ違うことも多い｡．

‐ていえば製材･乾燥･切削・結合・接着・塗装などの方 12.改頁木材の目的

法過程を扱うのが｢木材加工」であり，合板･繊維板． 上に述べたように改良木材のなかには頗る種々雑多の

稜層木材・防腐木材･耐火木材などの材料製造を扱うの ものを含んでV､るの垂目的もその各々によっているい

が「材“良｣~である。 ろに考えられる。例をあげながら概念的に整理して見よ
ヴ

また加工拠竪を施すといってもセルローズやリグニン う。

などのような特定の化学的組成分左抽出して利用しよ5 A.大材の製造

というのではなくて，天然の木材の組織はあまり砿壊し 普通の製材原木は針葉樹では少くとも30~40年以上

ない程度に止め，その持っている美点はなるべく生かし 育成したもの謝泌要遥あり，艤別の目的や広葉樹になる
f

－29－
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平井：、新しい木材材料

と100年以上経過したもの透ないと役に立たぬことも珍

しくない。このようなことは一般の稗羊技術の纒念では

本当腱馬鹿々鳧しいこと莚はなかろうか。そこで比較的

小さい材から長大材や広幅の板を製造すること溌木材‘

利用上の大きなねらいになる。これ力罐立されれぼコス

トの低下は勿論のこと，盗源の培錐も著しく容易になる

わげである。

梁や柱のような長大材を目的とした積層木材や集成
材，広幅の板を･目的にした合板や綱1t板，摩仮瀧目的に

したランパコアー(“#心）合嫉や段恭一ルコアー合板・

繊淵砿などがその例としてあげられよ.5。

B.廃材の利用

製材原木からの普通“の歩止りは60へ"0％

程度で，そ：'しからさらに進んだ加工をする場合に

は50％以下になることも少くない。現在ではこ

れらの罷材は燃料になるか，時には蕊てられてし

も弓ことも多い。そこでこれらの廃材をもつと木

材そのものの特質な生かした有効な使い方にもっ

て行こうというもので，繊淵嘘などは最もその目＜行こうというもので,繊淵砿などは最もその目

んで顕微鏡的に見ると，木材を篭成する細胞要素の種類

・配列・大きさというものガ譜､分的に甚し<変動する。

さらに電子顕微鏡やX線がなければさぐることが出来な

いような細胞膜の超顕微鏡的構造(微細構造という）も‐

同じ主うに変動している。

これら織造上の不均質性ほそのままいろいろな翰理的

性質の変化になって警忠つれるのであって，比重を測った

一例室第1図に示した。ただしここにあげた比重は全乾

時(含水率0％）の重量を生材時の容積で割って求めた

容積密度数である。

第1図 容積密度数分布図
茨城泉大子産56年生スギ（平井）

容穣密度数(kg/ms)
量
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的にかなうものであろう。

C.木材素材の欠点の改善

天然の木材は金属などの他の材料胆比較すると

劉合手に入れ易いといろことの他に，本質上に,も

いろいろの美点がある。例魚ば次のことがあげら

れよう｡

a、切削・曲げ･接合などの工作が容易に出

， 来る。

b.重さの少い割合にはその強さ力球きい。

c・熱伝導度の値が小さく，比熱の値鋤妖き

い｡

d.乾いた木材は電気の伝導性が少い。

e・音や機械的振動の吸収性力球きい。

f.特有のなじみ易い視惑・触感詮与える。

このような美点があるので木材は我燕の身の廻

L・ 1守月ワノノぷし雷争勿U,1沁鐸・I1u確琶-ﾖｰス･の｡
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このような美点があるので木材は我燕の身の廻 樹心からの距離 (cm)
りに極めて親密な材料になっているのであるが，反対に このような均均質性の改善巷目的としたものに繊維板
天然の木材そのままでは使用の目的に対して不都合なこ があげられる。
とも少くない。このような木材の欠点を少しく説明し， (2)方向によって性愛が異ること(鋤性）
これを改善した改良木材をあげて見る。

‐木材を織成する甫剛包的要素のならび方に従って3つの
（1）均寅でないこと 韮準の方向渤箒えられる。すなわち第2図に示す樹幹軸

木材には本質的な不均擬性があり，1-,かもその犠子は の方向（縦軸方向，繊維方向)，樹心から外周に向う方

樹種毎に違ってい葛｡例えば肉眼で見ただけでも樹木ほ 向(透心方向,､半径方向,柾目方向)，年輪に対して接
毎年年輪を形成することがあげられよう。一つの年輪は 線をなす方向確線方向，板目方向）がこれである。木

級密な秋材と該密でない春材とからなっているが，その 材のほとんどすべての“的性質はこの3方向に蕊って

年輪糧自体が年によって著しく変動すると同時に,秋材 楚し<違う。これは材料とじて使う場合に極めて大きな
の割合，あるいは繊密の度合が異ってくる。もう一歩進 欠点になる。第1表に2，3の例をあげた。

－80－
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第1表木材の異方性
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平均収縮率 （％）

熱伝導度(kcal/mh.C)

電気抵抗 (MQ)

圧縮強さ(kg/Cmg)

剪断強さ(k"cm2)

硬 さ(kgrm立浪）

研究者

平井

GRmmHS
&KAYIE

比留間

平井

森・芦沢

平井

１
１オニグルミ

12～18％程度の範囲左変動する溢気乾含水率の大体の

平均的な値として15％･を考えればよい。

な鮨木材中に含まれる水分は犬凡30％霞でばかなり
強い結合力で細胞膜の中に入っている結合水（喫恢水）

であって， 30％以上の部分ほ顕微鏡で見えるような細

胞内腔や細包間隙陣あって比較的自由に流動する自由水

（遊離水）である。この含水率約30％の処を繊維鱈和

点という・

木材の含水率力喪遥とそれ自体の重さが変るばかりで

なく，電気抵抗や強さ・弾性など多くの物理的朧質がそ

れぞれ特異な変化を示す。殊に繊維飽和点左境にして含

有水分の結ばれ方謝漣うので，この前後で著しい変化左

現わす性質が多い。一例として圧縮強さの含水率による

麹上を第3図にあげる。木材の水分の大体落ちつく処が

頚%附近であり，しかもそのあたりは含水率1％違って
も性賀勧種しく変るということは使用上極めて具合の悪

いことである。 一

このような異方性の改善を目的としたものには識催板

･合板･直交積層木材などがある。

第2図木材の基準3方向《
》
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（3）キズを包含していること

天然の木材には節・入皮・ヤニ壷・アテ・割如・腐れ

・虫穴など何ほどかのキズがないことはほとんどなく，

従って木材の品等を云絢々する場合にもその持っているキ

ズの種類・数量・大小・配置で決められるような状況で

ある。ヒオしらのキズがあるときは強さその他の物理的性

質を甚し<低下さぜることはいう･霞でもない。キズを取

除くか，または分散さぜてその影響を少<することが改

良木材の大きな目的の一つになる。例としてI獺層木材
・集成材・合板・繊維抜などがあげられよう。

(4)吸湿・脱湿性があって，これに伴い諸性質が変化

すること

伐採したぽかりの木榊:極めて多量の水を含んでいる
が，これを放置するzだんだん乾いて，その時の外周の

温度・湿度に応じたある含水率の処で平衡する。この含

水率を平衡含水率といっているが,通常の大気の場合に

は気乾状態に達したといい，その含水率を気乾含水率と

､､う°全然水を含まない木材を放置した場合にもだんだ

ん吸湿して同じように平衡状態に達する。このようなも

のをさらに周囲の温度・湿度の麹とに応じて敏感に含水

状態を変化､す旨る。 日本で屋内の通風のよい処では大凡日本で屋内の通風のよい処では大凡

今

第3図木材の含水率と圧縮強さとの関係
・ドドマッ鱈井･大沢）

へ
一 800

０
０

０
０

６
４

縦
圧
強
さ
（

●■

驫"，
P
L

｜
土
釦

ー

、 1 ！ I

0 20 40
含水率(％）

含水率によって変化Fする性質のうち，特に収縮膨脹が

現われることが，材料として一番大きな欠点の一つであ

る。木材の寸法は約30％以上ではその大きさは変らな

いが，そ藤し以下になると大きな変化を示し，これにくら

べ熱脇慢などは実用上ほとんど問題になら熱､。しかも

厄介なことにほ．その水分による変化の"H坊蒟蕊1表に

あげたように方向によって違うことである。これ力勢壱材

の不均質性・キズの包含と相俟って （24貢へつ堂く）
①

、－31－
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！|林業写眞コンクール審査発表

幾体省後援，本会第2回林業掌眞コンクールは，7月18日審査の結果次の通

り入選及び佳作を決定した。

昭和28年7月20日 ． 社団法人日本林業技術協会

｜
’

写 眞 家

東京写損研究会共員

林野庁研究普及課長

審
査
員

塚本閤

石川東

原 忠

治
吾
平

氏
氏
氏
｜

’

＝

特 選 （農林大臣黄及賞金5,000円)．、

臥の き 苗 士井好友 熊本営林署

一 席 （林野庁長官賞及賞金3,000円）

災害に術える 成田和雄 愛知采林務課

インクライン 窪田四邸 高知営林局
大鰐参考林 粧森秀雄 青森営林局

二 席 （日本林業技術協会賞及賞金2,000円）

厳寒に働く 高橘捷吾 北海道王子製紙山林部

トロリ積込作業 小島善雄 新宮営林署

森林害虫駆除の状況 石原研治 鹿児島県林務部

集材作誰 山本眞夫 ． 長野営林局

曳 行 機田志鄭 高知営桃局

三 席償金1,000円）

作 業 甲府営林署

浦 叢 山 橋本 勇 長崎宙大浦町14

自 動 鋸 ． 辻 隆道 林業認識場

ぶなの変色 堀谷栄司 一 諏姉外沢田苗圃

一機械集材 秋保親悌 林業試験場秋田麦場

搬 （ 出 奥一山耕一 新庄営林署

貯木場の夕べ 〃 駒井邦雄 ・東京営林局 、

越多準備 禰士親治 青森営林局 ．

小 運 搬 中川久美雄 高知営称局

日慨'の隈川より引上げた木場作業場面熊野春山 ． 別府市南区小学校前
佳作 （賞品） ′

き 笹茂夫中頓別営林署 穂高附近の天然林杉山砿弘名古屋営林局

急

■

ｒ
１
午
４
８
ｇ
６
Ｕ
ｌ
ｒ

《
）

つぼまき 笹茂夫中頓別営林署 穂高附近の天然林杉山砿弘名古屋営林局

土石流 ・ 秋保親悌林業試験場秋田麦湯 貯木場風景 吉村保広中潮II営林署

丸太の貨車積み 〃 〃 い､たけ生産 滝沢兼倭岡崎営林署

枝打 、辻隆道林業試験場 原生林 赫成十郎名古屋営林局
植林美 楠本勇長崎市大浦町14 スギ人工林 〃 ， 〃

激流に逆巻く． 高橋捷吾北海道王子製紙山林部 ひのき人工林 門田吉幸 〃
春の川を流す 〃 〃

霧島国有林附近の
鍍込作業 小島善雄新宮営林薯 メアサスギ人工林． 〃 〃

心

貯木場 〃 〃 妖肥糠業の瞥見 一 〃 〃

－32－
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１

天然林 水谷克己富山営林署八尾担当区

林鉄運材 〃 〃

炭小屋のある地栫地柘植教利名古屋営林局

たま患きの群落 入木下弘林業試験場秋田麦湯

スギ老令人工林 〃 〃

松茸 土井好友熊本営林署

優良苗圃 成田和雄愛知県林務課

美林寸観 〃 〃

間伐 〃 〃

百年の大計を樹てる 〃 〃

学校林の撫育状況 〃 〃

怠蕊孟繰ン高橋捷吾北海道王子製紙山林部
25制班伐採地 奥山耕一新庄営林署

除草 伊藤四郎高知営林局

ぶな材 井口伍郎 〃

種子採取作業 多賀根巖松山営林署久万担当区

除草 杉本豊樹本山営林署

高山帯に於ける植相宮腰蕨二林業試験場青森麦湯

越冬準備完了 三橋政雄弘前市外沢田苗圃

杉剥皮 堀谷栄司 〃

集材機運転 福士親治青森営林局

管流 田辺秀治相内営林署

原生状態のヒバ天山田緋一郎青森営林局癖ド

ヤマソテツの群落 〃 〃

原野に自生するリ 〃 〃

ンドウの生態

笹帯のスギ林 貴田 忍林業試験場青森支場

催の生態 〃 〃

アカマツ茂跡地樫村大助 〃

甲地松 山谷孝一青森営林局

ヒバ鼎琳 〃 〃

林相 甲府営林署

瀬尻のスギ人工林太田健治郎東京営林局

治山(3枚1組） 弘光十喜秀高知営林局

審査を絵えて

第2回懸賞写眞の応募作品は総数119点であっ

た。やむをえざる事怖のため幕査が延引して洵に

申訳ないが御諒恕を願いたい。

去る7ノリ18日午前10時から，本会会議室で，

本会常務理事会の立会のもとに，鑑査が開始され

た。瀧豊員塚本閤次氏，石川東吾氏，原忠平氏の

慎重なる辮査によって厳選された結果別記の通り

入賞瀞を決定した。

審査員諸氏の総括的な批評は－前回に比して一

般に進歩したため甲乙の差が少〈，腕前が揃って

来たので群査に骨がおれた。しかしその一面にお

いて，傑出したものが殆んど見られなかったのは

雀だ遡憾でもある。但し今回の塒錘作品はさすが

に，見方がしっかりしているし，御荷も確実であ

る。至って平凡な場面から取材して，あれだけの

作品を創作する力量は大いに認めて良い－という

ことであった。会員諸兄の一層のご耐艤を願い，

次回の応謀に備えられんことを特におねがいして

おきたい。

1
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一

日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致します

NC36塁線富華著
家庭燃料の話

価130円（会員120円）〒16円

一林業普及シリーズーー

No.35 永井行夫著

しいた け
価100円（会員90円).〒16円

新刊案内。。。000

一林業技術叢書一

第'2輯蕊繍撫蕊鬮村義男箸

践砂防講義實
A5270頁 定価220円
図100葉余 〒24円

曾て朝鮮に於ける砂防の最高指針であった原著を基と
し，帰国後自ら現地に入って内地砂防の実践から得た体
験によって之を全面的に改訂し，更に近代砂防技術の粋

を取り入れて完成されたのが本書で，特に本会の乞を容
れて執筆されたものである。

第13輯東大教授。農博中村賢太郎著

ワ

へ~､'､'､~､､林業解説シリーズー

第53冊 沢田 博

木曾の林業同

本豊謹鯵2訟瀦濯?鰐驚息砿獣鰻
採，運材の実情。戦後の地方林業誌の第一冊。林学入門

挫
逗

（植林の手引）鑛喫目
造林に関する参考書は多いが実行の手引になる入門書

は極めて少い。現在造林学の最高権威である博士は多年
に亘る研究や調査,見聞からこの庭真に「植林の手引」

となるように本書を特に本会のために執鑛された。これ

は造林実行上重要な高度の技術をわかり易く解説された
ものである。林業技術者は勿論一般の造林実行家には
絶対に見逃せない好伴侶と謂うべきであろう。

鈴木時夫第54冊

植生単位の決定法

正譲駕篭瀞顎鰈麗繊辮爵雑
けでは果されない。こLに鍵が与えられた。

第55冊 選抄歌集

山と森の歌
9

片山佐叉箸第9輯
いずれも価40円〒8円

油桐と桐油
大迫元雄著

串

価80円〒16円（会員70円）

本邦原野に開する研究
第10輯 飯塚薙著 B5判・上製函入・211頁・写真108\(原色版16X)

価650円〒65円

東京都千代田区六番町七 ’

魚附林の研究
価1m円〒16円（会員100円）

悪日本林業技術協
一
画
己

第11鰻 舘脇 操著

樹木の形態(樹木學第'編）
価125円〒16円（会員110円）

盃

電話(33)7627．9780番

振替口座東京60448番
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